
し
「
こ
の
選
挙
、
年
金
が
大

き
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い

る
」
と
言
及
。「
政
策
次
第

で
年
金
額
を
増
や
せ
る
」
と

述
べ
、
経
済
再
生
を
通
じ
て

年
金
財
政
を
強
化
す
る
と
力

説
し
た
。
北
九
州
市
で
街
頭

演
説
し
た
公
明
党
の
山
口
那

津
男
代
表
は
「
年
金
は
危
な

い
と
平
気
で
言
う
人
が
い
る

が
、
不
安
を
ど
う
や
っ
て
乗

り
越
え
る
か
考
え
る
の
が
政

治
家
の
責
任
だ
」
と
述
べ
、

野
党
を
批
判
し
た
。

　

長
野
県
松
本
市
に
入
っ
た

枝
野
氏
は
街
頭
演
説
で
、
介

護
士
や
保
育
士
の
賃
金
を

増
や
し
、
介
護
や
保
育
の
現

消
費
増
で
経
済
活
性
化
―
立
民

低
年
金
者
に
光
当
て
る
―
首
相

与
野
党
、
接
戦
１
人
区
へ
注
力

日
本
に
性
急
な
参
加
求
め
ず

米
、
イ
ラ
ン
沖
の
有
志
連
合
で

を
当
て
る
」
と
ア
ピ
ー
ル
し

た
。
立
憲
民
主
党
の
枝
野
幸

男
代
表
は
長
野
、
新
潟
両

県
で
消
費
を
拡
大
し
、
地
域

経
済
を
活
性
化
す
る
と
訴
え

た
。

　

全
国
で
３
２
あ
る
改
選
１

人
区
の
結
果
は
、
参
院
選
の

勝
敗
の
鍵
を
握
る
。
首
相
は

三
重
県
伊
勢
市
で
街
頭
演
説

　
【
共
同
】
与
野
党
党
首
ら

は
参
院
選
の
選
挙
期
間
の

折
り
返
し
と
な
っ
た
１
２

日
、
接
戦
を
演
じ
て
い
る
改

選
１
人
区
な
ど
に
入
り
、
支

持
拡
大
に
力
を
注
い
だ
。
安

倍
晋
三
首
相
（
自
民
党
総

裁
）
は
三
重
県
で
、
老
後
資

金
２
千
万
円
問
題
を
念
頭
に

「（
低
年
金
者
に
）
政
治
の
光

加
を
性
急
に
は
求
め
な
い
考

え
を
示
し
た
。
来
日
中
の

ス
テ
ィ
ル
ウ
ェ
ル
国
務
次
官

補
（
東
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
担

当
）
が
、
こ
う
し
た
意
向
を

日
本
側
に
伝
え
た
可
能
性
が

あ
る
。

　

米
政
府
の
実
務
レ
ベ
ル
で

自
衛
隊
参
加
の
法
的
制
約
に

つ
い
て
理
解
が
深
ま
っ
て
い

寅
さ
ん
新
作
を

世
界
初
上
映
へ

１
０
月
の
東
京
国
際
映
画
祭

京
都
・
祇
園
祭
の
山
鉾
巡
行
を
前
に
行
わ
れ
た
鉾
の
試
し
引

き
「
曳
き
初
め
」
＝
１
２
日
（
共
同
）

　

規
制
強
化
を
巡
り
日
韓
が

会
合
を
開
催
す
る
の
は
初
め

て
。
菅
義
偉
官
房
長
官
は

１
２
日
の
記
者
会
見
で
「
韓

国
側
と
（
交
渉
を
伴
っ
て
）

協
議
を
す
る
も
の
で
は
な

い
」
と
強
調
。
日
本
側
は

会
談
後
「
韓
国
側
の
質
問
に

誠
意
を
持
っ
て
答
え
た
。
十

分
理
解
し
て
も
ら
っ
た
と
思

う
」
と
説
明
し
た
。

　

会
合
は
午
後
２
時
ご
ろ
始

ま
り
、
当
初
の
予
定
を
大
幅

に
超
え
て
約
５
時
間
半
に
及

ん
だ
。
韓
国
か
ら
は
貿
易
安

全
保
障
を
担
当
す
る
課
長
ら

が
、
日
本
か
ら
は
経
済
産
業

省
の
貿
易
管
理
の
課
長
ら
が

出
席
し
た
。

　
【
共
同
】
イ
ラ
ン
沖
の
ホ

ル
ム
ズ
海
峡
を
航
行
す
る
商

船
の
警
護
に
向
け
た
米
軍
主

導
の
有
志
連
合
構
想
を
巡

り
、
複
数
の
米
政
府
当
局
者

は
１
２
日
ま
で
に
、
共
同
通

信
に
対
し
「
日
本
に
と
っ
て

法
的
に
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の

は
理
解
し
て
い
る
」
な
ど
と

述
べ
、
日
本
の
直
接
的
な
参

浴
衣
の
女
性

ら
曳
き
初
め

祇
園
祭
、
約
１
０
ト
ン
の
鉾
動
く

韓
国
、
国
際
機
関
調
査
を
提
案

日
本
に
、
制
裁
違
反
疑
惑

半導体材料の輸出規制強化に関する事務レベル会合に臨む韓国
側（奥）と経産省の担当者＝１２日午後、経産省（代表撮影）（共同）

る
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
、
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
は
同
盟
国
の

負
担
増
を
求
め
る
考
え
を
繰

り
返
し
表
明
し
て
お
り
、
日

本
は
何
ら
か
の
貢
献
を
迫
ら

れ
そ
う
だ
。

　

自
衛
隊
を
派
遣
す
る
場

合
、
安
全
保
障
関
連
法
に
基

づ
く
「
存
立
危
機
事
態
」
と

認
定
し
た
り
、
自
衛
隊
法
に

注
文
が
優
勢
と
な
り
、
時
価

総
額
が
一
時
、
２
０
１
５
年

１
１
月
の
上
場
以
来
初
め
て

１
兆
円
を
割
り
込
ん
だ
。
持

ち
株
会
社
で
あ
る
日
本
郵
政

株
も
値
下
が
り
し
、
政
府
が

今
秋
に
も
予
定
す
る
日
本
郵

政
株
の
追
加
売
却
に
悪
影
響

が
出
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

か
ん
ぽ
生
命
と
、
保
険
を

委
託
販
売
す
る
日
本
郵
便

は
、
１
３
年
１
０
月
か
ら

　
【
ソ
ウ
ル
共
同
】
韓
国
大

統
領
府
は
１
２
日
、
対
北
朝

鮮
制
裁
違
反
の
有
無
を
確
認

す
る
た
め
、
日
韓
両
国
が
共

に
国
際
機
関
に
調
査
を
依
頼

す
る
こ
と
を
日
本
政
府
に
提

案
し
た
と
発
表
し
た
。
日

本
政
府
高
官
が
韓
国
へ
の
輸

出
規
制
強
化
を
制
裁
違
反
と

関
連
付
け
る
発
言
を
根
拠
な

く
し
て
い
る
た
め
と
し
て
い

る
。

　

調
査
の
結
果
、
韓
国
に
違

反
が
な
け
れ
ば
「
わ
が
政
府

に
謝
罪
す
る
の
は
も
ち
ろ

ん
、
規
制
措
置
も
即
刻
撤
回

す
る
べ
き
だ
」と
主
張
し
た
。

　

記
者
会
見
し
た
大
統
領
府

　
【
共
同
】
か
ん
ぽ
生
命
保

険
の
不
正
販
売
問
題
で
、

７
０
歳
以
上
の
高
齢
者
に
保

険
を
勧
誘
す
る
際
、
社
内
規

定
に
反
し
家
族
を
同
席
さ

せ
な
い
事
例
が
多
発
し
て
い

た
と
み
ら
れ
る
こ
と
が
１
２

日
、
分
か
っ
た
。
高
齢
者
が

１
人
で
い
る
状
況
を
狙
い
、

契
約
内
容
を
十
分
に
理
解
さ

せ
ず
に
販
売
し
た
こ
と
が
、

不
利
益
契
約
や
ト
ラ
ブ
ル
に

つ
な
が
っ
た
可
能
性
が
あ

る
。

　

１
２
日
の
東
京
株
式
市
場

で
、
か
ん
ぽ
生
命
株
の
売
り

道
筋
立
た
ず
長
期
化
必
至

　
【
共
同
】
日
本
が
半
導
体
材
料
の
韓
国
向
け
輸
出
規
制
を
強
化
し
た
こ
と
に
関
し
、
日
韓
両
政
府
は
１
２
日
、
東

京
都
内
で
事
務
レ
ベ
ル
の
会
合
を
開
い
た
。
日
本
側
は
単
な
る
安
全
保
障
上
の
国
内
運
用
の
見
直
し
で
政
治
的
対

抗
措
置
で
は
な
い
と
説
明
し
、
世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
違
反
に
当
た
ら
な
い
と
主
張
し
た
。
韓
国
側
は
規
制

強
化
の
撤
回
を
求
め
ず
、
事
実
関
係
の
確
認
に
終
始
し
た
。
た
だ
早
期
解
決
へ
の
道
筋
は
依
然
と
し
て
立
っ
て
お

ら
ず
、
事
態
の
長
期
化
は
必
至
だ
。
韓
国
の
当
局
者
は
「
立
場
の
違
い
は
依
然
と
し
て
あ
る
」
と
述
べ
た
。

輸
出
規
制
、
相
違
埋
ま
ら
ず

参
院
選
、
地
方
経
済
で
論
戦

街頭演説を終え、支持者とタッチする自民党総裁の安倍
首相＝１２日午後、三重県伊勢市（共同）

場
で
の
人
手
確
保
に
つ
な
げ

る
と
説
明
。「
一
人
一
人
の

暮
ら
し
に
予
算
を
回
す
。
消

費
を
伸
ば
し
て
経
済
を
回
そ

う
」
と
主
張
し
た
。

　

国
民
民
主
党
の
玉
木
雄
一

郎
代
表
は
千
葉
市
で
演
説
し

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
足
り
な

い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
そ
れ

を
補
う
」
と
強
調
。「
消
費

の
力
を
取
り
戻
し
、
家
計
第

一
の
経
済
政
策
に
し
な
い
と

日
本
は
沈
む
」
と
語
っ
た
。

　

共
産
、
社
民
両
党
の
幹
部

は
街
頭
で
、
物
価
や
賃
金
の

伸
び
よ
り
年
金
給
付
を
抑
え

る「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」

中
止
を
そ
れ
ぞ
れ
掲
げ
た
。

共
産
党
の
志
位
和
夫
委
員
長

は
埼
玉
県
所
沢
市
で
「
減
ら

な
い
年
金
へ
一
歩
を
踏
み
出

そ
う
」
と
呼
び
掛
け
た
。
社

民
党
の
吉
川
元
・
幹
事
長
は

青
森
市
で
「
安
心
で
き
る
年

金
制
度
を
つ
く
る
」
と
述
べ

た
。

　

日
本
維
新
の
会
の
松
井
一

郎
代
表
は
大
阪
府
泉
佐
野
市

で
街
頭
演
説
。
年
金
制
度
に

つ
い
て
、
若
い
世
代
が
過
重

な
負
担
を
負
う
こ
と
が
な
い

よ
う
抜
本
改
革
に
取
り
組
む

考
え
を
示
し
た
。

（１）２０１９年 第５２８２号 ７月 １３日 （土曜日）

７
０
歳
以
上
の
高
齢
者
に
勧

誘
す
る
際
、
原
則
と
し
て
家

族
の
同
席
を
義
務
付
け
る
規

定
を
定
め
た
。「
同
席
し
た
」

と
虚
偽
報
告
を
す
れ
ば
、
販

売
員
が
勧
誘
停
止
の
処
分
を

受
け
る
こ
と
も
あ
る
。

　

し
か
し
複
数
の
関
係
者
に

よ
る
と
、
実
際
に
は
家
族
の

同
席
な
し
に
販
売
す
る
ケ
ー

ス
が
多
く
確
認
さ
れ
て
い
る

と
い
う
。
関
西
在
住
の
７
０

代
の
母
親
が
勧
誘
を
受
け
た

女
性
に
よ
る
と
、
１
７
年
に

郵
便
局
員
が
母
親
に
保
険
加

入
を
打
診
。
被
保
険
者
と
な

る
女
性
に
連
絡
が
入
っ
た
た

め
過
去
の
契
約
を
調
べ
た
と

こ
ろ
、
１
５
年
か
ら
毎
年
保

険
に
加
入
し
て
い
た
こ
と
が

判
明
し
た
。
家
族
が
勧
誘
や

契
約
時
に
同
席
し
た
こ
と
は

一
度
も
な
か
っ
た
。

　

東
京
都
内
の
高
齢
女
性

は
、局
員
か
ら
契
約
書
に「
同

席
拒
否
」
と
書
く
よ
う
指
示

さ
れ
た
と
い
う
。
高
齢
者
が

拒
否
す
れ
ば
同
席
な
し
で
も

販
売
で
き
る
例
外
規
定
を
悪

用
し
た
と
み
ら
れ
、
女
性
の

長
男
が
気
付
き
ト
ラ
ブ
ル
と

な
っ
た
。

　

金
融
庁
は
１
４
年
２
月
、

高
齢
者
に
保
険
契
約
を
説
明

す
る
際
、
家
族
の
同
席
を
求

め
る
監
督
指
針
を
示
し
、
生

命
保
険
協
会
も
同
様
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
定
め
て
い
る
。

　

日
本
郵
便
は
今
月
１
１

日
、
局
員
が
顧
客
情
報
や
社

内
文
書
な
ど
を
会
員
制
交
流

サ
イ
ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
に
書
き

込
ま
な
い
よ
う
社
内
通
達

を
出
し
た
。
悪
質
な
販
売
手

法
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
局

員
が
続
出
し
、
統
制
が
取
れ

な
く
な
っ
て
い
る
と
み
ら
れ

る
。

　
【
ソ
ウ
ル
共
同
】
世
論
調

査
会
社「
韓
国
ギ
ャ
ラ
ッ
プ
」

は
１
２
日
、
韓
国
各
地
の

１
０
０
５
人
を
対
象
と
し
て

９
〜
１
１
日
に
実
施
し
た
調

査
で
、日
本
へ
の
好
感
が「
あ

る
」
と
答
え
た
人
が
１
２
％

だ
っ
た
と
発
表
し
た
。
同
社

が
同
様
の
調
査
を
始
め
た

１
９
９
１
年
以
降
で
最
低
と

な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
最
高

は
２
０
１
１
年
の
４
１
％
、

最
低
は
１
５
年
の
１
７
％

だ
っ
た
。

　

今
回
の
調
査
で
「
な
い
」

と
回
答
し
た
人
は
７
７
％

で
、残
り
は
「
分
か
ら
な
い
」

な
ど
だ
っ
た
。
一
方
、
日
本

人
へ
の
好
感
で
は
「
あ
る
」

が
４
１
％
、「
な
い
」
が

４
３
％
で
、
国
に
対
す
る
印

象
と
は
異
な
る
結
果
と
な
っ

た
。

　

日
本
製
品
の
不
買
運
動

に
「
参
加
す
る
意
向
が
あ

る
」
と
の
回
答
は
６
７
％

で
、「
な
い
」
の
２
７
％
を

大
き
く
上
回
っ
た
。
最
近
の

日
韓
対
立
は
ど
ち
ら
の
政
府

に
よ
り
責
任
が
あ
る
か
を

問
う
質
問
で
は
「
日
本
政

府
」
が
６
１
％
、「
韓
国
政

府
」
が
１
７
％
、「
両
方
」

が
１
３
％
だ
っ
た
。

　
【
共
同
】
祇
園
祭
の
前
半

の
見
せ
場
、
前
祭
の
「
山
鉾

巡
行
」
を
前
に
、
鉾
の
試
し

引
き
「
曳
き
初
め
」
が
１
２

日
、
京
都
市
中
心
部
の
四
条

通
周
辺
で
あ
っ
た
。
蒸
し
暑

い
中
、
浴
衣
姿
の
女
性
や
観

光
客
ら
が
汗
を
流
し
な
が
ら

綱
を
引
き
、
約
１
０
ト
ン
の

巨
大
な
鉾
を
動
か
し
た
。

　

こ
の
日
は
長
刀
鉾
、
函
谷

鉾
な
ど
５
基
で
実
施
。
鶏
鉾

で
は
、
祇
園
ば
や
し
が
響
く

中
「
エ
ン
ヤ
ラ
ヤ
ー
」
の

掛
け
声
と
と
も
に
、
高
さ
約

２
４
メ
ー
ト
ル
の
鉾
が
車
輪

を
き
し
ま
せ
な
が
ら
前
に
進

ん
だ
。

　

近
く
の
池
坊
短
大
の
女
子

学
生
ら
約
２
０
０
人
も
浴
衣

姿
で
参
加
。
１
年
の
西
浦

彩
菜
さ
ん
（
１
８
）
は
「
重

か
っ
た
け
ど
、
み
ん
な
で
力

を
合
わ
せ
て
動
か
す
こ
と
が

で
き
て
楽
し
か
っ
た
」
と
笑

顔
だ
っ
た
。

　
【
共
同
】
映
画
寅
さ
ん
シ

リ
ー
ズ
２
２
年
ぶ
り
の
新
作

で
５
０
作
目
の
「
男
は
つ
ら

い
よ　

お
帰
り　

寅
さ
ん
」

が
、
１
２
月
２
７
日
の
公
開

に
先
駆
け
、
１
０
月
２
８
日

開
幕
の
第
３
２
回
東
京
国
際

映
画
祭
開
幕
作
品
と
し
て
世

界
初
上
映
さ
れ
る
こ
と
が
決

基
づ
く
「
海
上
警
備
行
動
」

を
発
令
し
た
り
す
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
、
日
本
の
海
運
会
社

が
運
航
す
る
タ
ン
カ
ー
が
ホ

ル
ム
ズ
海
峡
近
く
で
攻
撃
を

受
け
た
こ
と
に
つ
い
て
、
岩

屋
毅
防
衛
相
は
存
立
危
機
事

態
に
当
た
ら
な
い
と
の
見
解

を
既
に
表
明
。
攻
撃
が
続
い

て
い
な
い
状
態
で
治
安
維
持

な
ど
を
目
的
と
す
る
海
上
警

備
行
動
を
取
る
こ
と
に
も
疑

問
の
声
が
上
が
っ
て
い
た
。

　

タ
ン
カ
ー
攻
撃
は
６
月

１
３
日
で
、
そ
れ
以
降
は
日

本
に
直
接
の
危
険
が
及
ぶ
事

態
は
起
き
て
い
な
い
。
米
当

局
者
は
「
日
本
に
と
っ
て
の

緊
急
性
が
ど
こ
ま
で
あ
る
か

議
論
に
な
る
可
能
性
は
あ

る
」
と
述
べ
た
。
一
方
で
、

の
金
有
根
・
国
家
安
全
保
障

会
議
事
務
処
長
は
、
韓
国
政

府
が
制
裁
を
「
徹
底
し
て
順

守
し
て
い
る
」
と
強
調
し
た

上
で
、日
本
政
府
高
官
が「
無

責
任
な
発
言
を
し
て
い
る
こ

と
に
遺
憾
を
表
明
す
る
」
と

批
判
。

　

日
本
の
主
張
が
事
実
か
ど

う
か
国
連
安
全
保
障
理
事
会

の
北
朝
鮮
制
裁
委
員
会
の
下

で
制
裁
違
反
を
調
べ
る
専
門

家
パ
ネ
ル
や
、
適
切
な
国
際

機
関
で
調
査
を
受
け
る
よ
う

提
案
し
た
。
金
氏
は
韓
国

側
の
違
反
が
確
認
さ
れ
れ
ば

「
謝
罪
し
、
是
正
措
置
を
す

ぐ
に
取
る
」
と
述
べ
た
。

　

安
倍
晋
三
首
相
は
７
日
の

テ
レ
ビ
番
組
で
規
制
強
化
に

つ
い
て
、
対
北
朝
鮮
制
裁
と

の
関
連
を
示
唆
。
ま
た
韓
国

の
輸
出
管
理
を
巡
り
、
兵
器

製
造
に
転
用
さ
れ
る
恐
れ
が

あ
る
物
資
の
違
法
輸
出
の
摘

発
リ
ス
ト
が
日
本
の
一
部
メ

デ
ィ
ア
で
批
判
的
に
報
じ
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
、
韓
国
側

が
反
発
を
強
め
て
い
た
。

　

一
方
、
大
統
領
府
関
係
者

　

政
府
は
今
回
の
措
置
に
つ

い
て
、
元
徴
用
工
問
題
な
ど

へ
の
韓
国
側
の
対
応
で
両
国

の
信
頼
関
係
が
損
な
わ
れ
た

こ
と
や
、
韓
国
向
け
の
輸
出

管
理
で
不
適
切
な
事
案
が
発

生
し
た
こ
と
を
理
由
に
挙
げ

て
い
る
。

　

日
本
側
は
こ
の
日
、
韓
国

側
の
審
査
体
制
の
も
ろ
さ
や

２
国
間
の
政
策
対
話
が
一
定

期
間
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と

が
原
因
と
説
明
。
ま
た
規
制

強
化
の
原
因
と
な
っ
た
「
不

適
切
な
事
案
」
は
、
日
韓
間

の
貿
易
に
関
わ
る
も
の
と
韓

国
側
に
伝
え
た
。

　

韓
国
側
か
ら
は
日
本
へ
の

要
望
は
出
ず
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
違
反

の
主
張
も
な
か
っ
た
。

　

今
回
の
会
合
は
韓
国
側
の

求
め
に
応
じ
て
開
催
。
現
時

家
族
同
席
の
社
内
規
定
に
違
反

か
ん
ぽ
、
高
齢
者
向
け
販
売

点
で
韓
国
側
と
次
回
の
会

合
を
持
つ
予
定
は
な
い
と
い

う
。

　

韓
国
側
は
こ
れ
ま
で
元
徴

用
工
問
題
な
ど
へ
の
日
本
政

府
に
よ
る
「
報
復
措
置
」
と

主
張
。
韓
国
側
は
自
国
の
主

張
へ
の
理
解
を
得
よ
う
と
米

国
に
対
す
る
働
き
掛
け
を
強

め
て
お
り
、
大
統
領
府
の
金

鉉
宗
・
国
家
安
保
室
第
２
次

長
や
外
務
省
高
官
が
相
次
い

で
訪
米
し
て
い
る
。

　

聯
合
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
る

と
、
金
氏
は
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ

ス
の
マ
ル
バ
ニ
ー
大
統
領
首

席
補
佐
官
代
行
や
米
通
商
代

表
部
（
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
）
の
ラ
イ

ト
ハ
イ
ザ
ー
代
表
と
会
談
。

記
者
団
に
「
米
国
と
韓
国
は

日
米
韓
の
３
者
で
の
高
官
級

会
談
に
積
極
的
だ
が
、
日
本

は
消
極
的
な
よ
う
だ
」
と
述

べ
た
。

日
本
に
好
感
、
韓

国
人
の
１
２
％

過
去
調
査
で
最
低

有
志
連
合
を
組
む
こ
と
で

「
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
の
安
全
か

ら
利
益
を
受
け
る
各
国
の
負

担
が
軽
減
で
き
る
」
と
し
、

日
本
の
貢
献
に
期
待
を
に
じ

ま
せ
た
。

は
規
制
強
化
対
象
の
フ
ッ
化

水
素
に
つ
い
て
、
ロ
シ
ア

政
府
が
輸
出
を
韓
国
側
に
提

案
し
て
き
た
と
明
ら
か
に
し

た
。
た
だ
、
韓
国
メ
デ
ィ
ア

は
日
本
製
の
代
替
品
と
し
て

す
ぐ
に
使
用
す
る
の
は
難
し

い
と
の
見
方
を
伝
え
た
。

進
を
防
ぐ
装
置
の
購
入
を
９

割
補
助
す
る
高
齢
ド
ラ
イ

バ
ー
向
け
制
度
の
詳
細
を
明

ら
か
に
し
た
。
対
象
は
本

年
度
中
に
７
０
歳
以
上
と
な

る
都
内
在
住
者
と
し
、
今
月

３
１
日
に
開
始
。
来
年
８
月

末
ま
で
に
支
払
い
を
済
ま
せ

る
必
要
が
あ
る
。

　

都
に
よ
る
と
、
既
存
の
車

に
後
付
け
す
る
タ
イ
プ
の
装

置
を
都
が
あ
ら
か
じ
め
指

定
し
た
業
者
の
店
舗
で
購

入
す
れ
ば
、
１
台
あ
た
り

１
０
万
円
を
限
度
に
９
割
を

補
助
す
る
。
予
算
規
模
は
約

都
の
９
割
補
助
、

３
１
日
開
始

高
齢
者
向
け
急
発
進
防
止
装
置

ま
っ
た
と
、
映
画
祭
事
務
局

が
１
２
日
付
で
発
表
し
た
。

　

監
督
・
脚
本
の
山
田
洋
次

さ
ん
は
「
先
行
き
不
透
明
で

重
く
停
滞
し
た
気
分
の
こ

の
時
代
に
、
寅
さ
ん
の
台
詞

に
あ
る
よ
う
に
『
生
ま
れ
て

来
て
よ
か
っ
た
と
思
う
こ
と

が
そ
の
う
ち
あ
る
さ
』
と
、

５
０
年
を
か
け
て
製
作
し
た

こ
の
映
画
が
日
本
の
み
な
ら

ず
世
界
中
で
、
一
人
で
も
多

く
の
観
客
の
“
心
の
希
望
”

と
な
る
こ
と
を
切
に
願
い
ま

す
」と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

　

５
０
作
目
は
寅
さ
ん
役
、

故
渥
美
清
さ
ん
の
過
去
の
映

像
も
使
い
構
成
す
る
。
出
演

は
他
に
倍
賞
千
恵
子
さ
ん
、

吉
岡
秀
隆
さ
ん
、
後
藤
久
美

子
さ
ん
、
浅
丘
ル
リ
子
さ
ん

ら
。

　
【
共
同
】
東
京
都
は
１
２

日
、
ブ
レ
ー
キ
と
ア
ク
セ
ル

の
踏
み
間
違
い
に
よ
る
急
発

８
億
５
千
万
円
と
な
る
見
込

み
。

　

希
望
者
は
店
舗
で
自
分
の

車
に
取
り
付
け
可
能
な
装
置

か
ど
う
か
を
確
認
し
、
取
り

付
け
日
を
予
約
。
当
日
に
来

店
し
て
申
込
書
を
提
出
し
、

使
用
方
法
の
説
明
を
受
け
て

個
人
負
担
分
の
１
割
の
み
を

店
頭
で
支
払
う
。

　

小
池
知
事
は
１
２
日
の
記

者
会
見
で
「
早
く
取
り
付
け

た
い
と
い
う
気
持
ち
の
人
も

多
く
、
緊
急
対
策
と
し
て
進

め
た
。
ぜ
ひ
利
用
し
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
掛
け
た
。



女
性
や
警
察
の
受
給
条
件
緩
和

位
置
に
あ
る
Ｃ
Ｊ
Ｓ
市
の
方

が
よ
り
大
き
な
被
害
が
出
て

い
る
。
Ｐ
Ａ
市
で
被
害
が
出

た
家
屋
は
ダ
ム
に
近
い
３
軒

だ
け
だ
っ
た
が
、
Ｃ
Ｊ
Ｓ
市

で
は
、
居
住
区
の
４
０
％
が

冠
水
。
少
な
く
と
も
１
５
０

軒
が
浸
水
被
害
に
遭
っ
た
。

　

同
地
域
の
雨
は
１
週
間
近

く
続
い
て
い
る
が
、
１
０
日

か
ら
の
雨
は
２
４
時
間
で

１
０
０
ミ
リ
を
超
え
る
ほ
ど

強
く
、
２
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
も
満
た
な
い
ダ
ム
は
耐
え

切
れ
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

　

防
災
局
が
１
１
日
早
朝
か

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
話

な
ど
で
住
民
に
避
難
を
呼
び

か
け
た
事
も
あ
り
、
両
市
と

も
死
傷
者
は
出
て
い
な
い
。

地
域
に
よ
っ
て
は
身
分
証
明

書
な
ど
を
持
ち
出
す
の
が
精

一
杯
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、
連

絡
が
早
か
っ
た
た
め
、
ダ
ム

か
ら
離
れ
た
地
区
で
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
も
持
ち
出

せ
た
と
い
う
。

　

Ｃ
Ｊ
Ｓ
市
に
住
む
セ
ウ
ト

ン
・
ア
ブ
レ
ウ
氏
に
よ
れ

　
【
既
報
関
連
】
下
院
が
１
０
日
の
本
会
議
で
、
社
会
保
障
制
度
改
革
案
の
基
本
文

書
（texto-base

）
を
賛
成
３
７
９
、
反
対
１
３
１
の
大
差
で
承
認
後
、
１
１
日

か
ら
は
修
正
動
議
（destaqu

e

）
の
審
議
・
採
決
が
始
ま
り
、「
女
性
の
Ｉ
Ｎ
Ｓ

Ｓ
年
金
満
額
受
給
条
件
緩
和
」、「
遺
族
恩
給
規
定
の
変
更
」、「
警
察
の
受
給
開
始

年
齢
引
き
下
げ
」
な
ど
が
承
認
さ
れ
た
、
１
２
日
付
伯
字
各
紙
が
報
じ
て
い
る
。

最
低
負
担
年
数
１
５
年
に
変

更
さ
れ
た
。
こ
れ
で
、
女
性

と
男
性
の
違
い
は
受
給
開
始

最
低
年
齢
（
女
性
６
２
、
男

性
６
５
）
だ
け
と
な
る
。

　
「
死
亡
恩
給
規
定
変
更
」

に
関
し
て
、
当
初
の
案
で
は

支
給
額
が
法
定
最
低
賃
金
を

下
回
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
て

い
た
が
、「
受
給
者
個
人
の
収

入
が
死
亡
恩
給
の
み
の
場
合
、

支
給
額
は
法
定
最
低
賃
金
を

下
回
る
こ
と
は
な
い
」
に
変

更
さ
れ
た
。

　
「
警
察
官
の
受
給
開
始
年

齢
引
き
下
げ
」
に
関
し
て
は
、

基
本
文
書
で
は
「
男
女
共
に

受
給
開
始
最
低
年
齢
は
５
５

歳
、
２
５
年
以
上
の
実
務
勤

務
と
３
０
年
以
上
の
年
金
負

担
が
条
件
」
だ
っ
た
の
が
、

修
正
動
議
で
は
、「
連
邦
政

府
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
警
察
官

（
連
邦
警
察
、
連
邦
道
路
警

察
、連
邦
刑
務
所
職
員
な
ど
）

は
、（
現
行
制
度
で
年
金
受

給
の
た
め
に
必
要
な
残
り
負

担
年
数
の
倍
の
年
数
を
負
担

す
る
こ
と
を
受
け
入
れ
る
条

件
付
で
）
受
給
開
始
最
低
年

　

コ
パ
・
ア
メ
リ
カ
の
開
催

中
、
国
内
サ
ッ
カ
ー
は
中

断
さ
れ
て
い
た
が
、
決
勝
の

翌
日
か
ら
は
２
部
リ
ー
グ

の
試
合
が
始
ま
っ
た
。
１
部

リ
ー
グ
の
再
開
は
１
３
日
か

ら
だ
が
、
そ
れ
に
先
立
ち
、

１
０
、１
１
日
に
は
ブ
ラ
ジ
ル

杯
準
々
決
勝
第
１
試
合
が
行

齢
を
、
男
性
５
３
歳
、
女
性

５
２
歳
と
す
る
」
と
な
っ
た
。

警
察
官
に
配
慮
し
た
修
正
動

議
は
、
ボ
ウ
ソ
ナ
ロ
大
統
領

所
属
政
党
で
あ
る
社
会
自
由

党
（
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）
の
支
持
も
得

て
お
り
、
賛
成
４
６
７
、
反

対
１
５
と
い
う
大
差
で
承
認

さ
れ
た
。

　

経
済
省
社
会
保
障
労
働
特

別
局
ロ
ジ
ェ
リ
オ
・
マ
リ
ー

ニ
ョ
局
長
は
、「
承
認
文
書
が

最
終
的
に
ど
う
な
る
か
、
ま

だ
わ
か
ら
な
い
」
と
、
歳
出

削
減
規
模
が
い
く
ら
に
落
ち

着
く
か
明
言
を
避
け
た
。

　

社
会
保
障
制
度
改
革
成
立

ま
で
に
は
ま
だ
、
２
度
目
の

下
院
採
決
、
上
院
憲
政
委
員

会
で
の
審
議
、
２
回
の
上
院

歳
出
削
減
効
果
、徐
々
に
縮
小

ば
、
同
氏
が
経
営
す
る
学
校

は
ダ
ム
か
ら
離
れ
て
い
た
た

め
、
急
激
に
水
が
押
し
寄
せ

る
事
は
な
く
、
書
類
や
コ
ン

の
行
き
来
が
ほ
ぼ
１
日
遮
断

さ
れ
た
。
川
の
水
位
は
１
２

日
朝
か
ら
下
が
り
始
め
た

が
、
１
２
日
も
雨
が
続
い
て

ム
で
、
サ
ル
バ
ド
ー
ル
市
か

ら
約
４
４
０
キ
ロ
の
所
に
あ

る
。

　

こ
の
ダ
ム
が
一
部
決
壊
と

報
じ
ら
れ
た
の
は
１
１
日
朝

だ
が
、
そ
の
後
、
ダ
ム
は
溢

れ
た
だ
け
と
情
報
が
訂
正
さ

れ
た
。
だ
が
、
同
州
政
府
は

１
２
日
朝
、
決
壊
に
伴
う
明

確
な
爪
跡
が
残
る
ダ
ム
の
様

子
を
写
真
入
り
で
報
じ
た
。

　

Ｐ
Ａ
市
と
Ｃ
Ｊ
Ｓ
市
は
隣

接
し
て
い
る
が
、
よ
り
低
い

　

バ
イ
ア
州
東
部
で
強
い
雨

が
降
り
、
セ
ル
ジ
ッ
ペ
州
と

の
境
に
近
い
、
ペ
ド
ロ
・
ア

レ
ッ
シ
ャ
ン
ド
レ
市
（
Ｐ
Ａ

市
）
ク
ア
チ
ダ
ム
の
水
が
溢

れ
た
上
、
ダ
ム
が
決
壊
。
同

市
と
そ
の
隣
の
コ
ロ
ネ
ル
・

ジ
ョ
ア
ン
・
サ
ー
市
（
Ｃ
Ｊ

Ｓ
市
）
で
は
浸
水
被
害
な
ど

が
発
生
し
、
少
な
く
と
も

３
５
０
家
族
が
避
難
を
強
い

ら
れ
た
と
１
１
、１
２
日
付

伯
字
紙
、サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

ク
ア
チ
ダ
ム
は
、

２
０
０
０
年
に
ペ
イ
シ
川
流

域
に
設
け
ら
れ
た
小
規
模
ダ

ダ
ム
が
溢
れ
て
２
市
に
被
害

自
由
経
済
Ｍ
Ｐ
、委
員
会
で
承
認

橋
冠
水
で
孤
立
化
し
た
地
区
も

い
る
た
め
、
消
防
は
少
な
く

と
も
午
前
中
、
橋
の
通
行
を

制
限
し
た
。

　

な
お
、
雨
に
よ
る
被
害
は

セ
ル
ジ
ッ
ペ
州
で
も
出
て
い

る
。
州
都
の
ア
ラ
カ
ジ
ュ
市

で
は
、
８
日
か
ら
の
雨
で
ポ

シ
ン
川
の
水
位
が
上
が
り
、

最
低
で
も
１
２
０
人
が
避
難

生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

同
市
防
災
局
に
よ
る
と
、
同

市
で
は
１
０
日
朝
の
６
時
間

で
５
４
ミ
リ
、
２
４
時
間
で

は
月
間
平
均
降
水
量
の
４
倍

に
あ
た
る
１
６
０
ミ
リ
が

降
っ
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
同
州
で
は
海
岸
部

で
も
２
４
時
間
で
８
４
・
６

ミ
リ
、
７
２
時
間
で
は

２
３
１
ミ
リ
の
雨
が
降
っ

た
。
海
岸
部
の
月
間
平
均
降

水
量
は
２
０
０
ミ
リ
程
度
だ

か
ら
、
３
日
間
で
１
カ
月
分

を
超
え
る
雨
が
降
っ
た
事
に

な
る
。

９
日
に
事
前
合
意
が
取
れ

て
お
り
、
１
１
日
に
行
わ
れ

た
採
決
の
結
果
は
、
賛
成

３
４
４
、
反
対
１
３
２
だ
っ

た
。

　

民
間
企
業
に
勤
め
る
女
性

が
、
年
金
受
給
の
た
め
に
最

低
限
必
要
な
負
担
年
数
は

１
５
年
だ
。
１
５
年
負
担

し
、
年
齢
が
６
２
歳
に
達
し

て
い
れ
ば
、
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
は
出
来
る
。
し
か
し
、

１
５
年
負
担
し
た
だ
け
だ

と
、
満
額
の
６
０
％
し
か
も

ら
え
な
い
。
そ
の
後
１
年
ず

つ
余
計
に
負
担
す
る
こ
と
で
、

受
給
額
は
２
％
ポ
イ
ン
ト
ず

つ
上
が
っ
て
い
き
３
５
年
の
負

担
で
満
額
受
給
と
な
る
。

　

な
お
、
男
性
の
最
低
負
担

年
数
は
２
０
年
、
満
額
受
給

に
は
さ
ら
に
２
０
年
の
合
計

４
０
年
が
必
要
だ
っ
た
が
、

１
２
日
の
審
議
で
は
男
性
も

一
面
が
水
浸
し
と
な
っ
た
Ｃ
Ｊ
Ｓ
市

（D
ivulgação/Corpo de Bom

beiros 
de Paulo Afonso

）

修正動議の審議は１１日も日付をまたぐまで行われた
（Lula Marques）

１
０
年
９
千
億
レ
削
減
も
危
う
し

本
会
議
承
認
な
ど
の
ス
テ
ッ

プ
が
必
要
だ
。
議
会
は
１
８

日
か
ら
３
１
日
ま
で
休
会
と

な
る
た
め
、
最
終
的
な
決
着

は
９
、１
０
月
に
持
ち
越
さ

れ
る
可
能
性
も
十
分
だ
。

わ
れ
た
。
リ
ー
グ
戦
で
首
位

を
走
る
パ
ル
メ
イ
ラ
ス
は
こ
こ

で
も
強
く
、
イ
ン
テ
ル
ナ
シ

オ
ナ
ル
を
地
元
に
迎
え
、
１

対
０
で
勝
利
し
た
。
そ
の
他

の
カ
ー
ド
で
は
、
ミ
ナ
ス
州

ベ
ロ
・
オ
リ
ゾ
ン
テ
の
名
門

対
決
が
注
目
さ
れ
た
が
、
ク

ル
ゼ
イ
ロ
が
ア
ト
レ
チ
コ
・

ミ
ネ
イ
ロ
に
３
対
０
と
完
勝

し
た
。
国
内
サ
ッ
カ
ー
は
今

後
、
１
２
月
第
１
週
ま
で
ほ

ぼ
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

経
済
省
は
１
２
日
、
政
府

と
し
て
の
今
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成

長
率
予
測
を
発
表
。
５
月
に

出
し
た
１
・
６
％
と
の
予
想

は
、
０
・８
１
％
へ
ほ
ぼ
半
減

さ
れ
た
。「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率

予
測
」
と
い
え
ば
、
毎
週
月

曜
に
は
フ
ォ
ー
カ
ス
（
中
銀

が
金
融
機
関
対
象
に
行
う
ア

ン
ケ
ー
ト
の
集
計
）の
予
想
値

（
０
・
８
２
％
）
が
出
さ
れ
、

６
月
末
に
は
中
銀
独
自
の
予

想
値
（
０
・
８
０
％
）
も
出

た
が
、
ど
れ
も
下
方
修
正
が

止
ま
ら
な
い
。
政
府
は
、
今

年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
２
・
５
％
成

長
と
の
前
提
で
予
算
を
立
て

て
お
り
、
そ
れ
を
下
回
れ
ば

当
然
、
税
収
も
想
定
を
下
回

る
。
基
礎
財
政
収
支
を
設
定

し
た
赤
字
上
限
以
内
に
収
め

る
た
め
の
経
済
班
の
苦
悩
は

続
き
そ
う
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

今
年
１
月
か
ら
聖
市
の
地

下
鉄
運
賃
は
４
レ
ア
ル
か
ら

４
・３
０
レ
ア
ル
に
値
上
が
り

し
た
が
、
ジ
ャ
ポ
ン
・
リ
ベ
ル

ダ
ー
ジ
駅
、
ポ
ル
ト
ゲ
ー
ザ・

チ
エ
テ
駅
な
ど
で
は
、「
つ
り

銭
の
硬
貨
が
足
り
な
い
」
を

理
由
に
、
切
符
を
１
枚
４
レ

ア
ル
（
１
人
２
枚
ま
で
）
で

販
売
し
て
い
る
。（
期
間
は
不

明
）
ジ
ャ
ポ
ン
・
リ
ベ
ル
ダ
ー

ジ
駅
で
何
度
も
並
び
な
お
し

て
１
枚
４
レ
ア
ル
の
切
符
を

大
量
購
入
す
る
の
も
あ
り
か
。

　

欧
州
連
合
に
関
す
る
資
料

や
統
計
を
作
成
す
る
ユ
ー
ロ

ス
タ
ッ
ト
に
よ
る
と
、
２
０

１
７
年
に
イ
タ
リ
ア
の
市
民

権
を
取
得
し
た
伯
人
は
９
９

３
６
人
で
、
２
０
１
６
年
よ

り
７
１
％
増
加
し
た
と
１
２

日
付
伯
字
紙
が
報
じ
た
。

　

こ
の
数
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル

の
市
民
権
を
取
得
し
た
伯

人
の
６
０
８
４
人
よ
り
多

い
。
３
番
目
は
ス
ペ
イ
ン
の

市
民
権
取
得
者
の
１
２
９
４

人
だ
。
イ
タ
リ
ア
の
市
民

権
取
得
者
は
２
０
１
５
年

１
４
０
０
人
、
１
６
年

５
８
０
０
人
と
、
毎
年
増
え

て
い
る
。

　

伯
人
は
欧
州
連
合（
Ｅ
Ｕ
）

諸
国
の
市
民
権
を
得
た
人
の

数
が
８
番
目
に
多
く
、
内

４
６
％
が
イ
タ
リ
ア
の
市
民

権
を
得
て
い
る
。

　

だ
が
、
聖
市
に
あ
る
イ
タ

リ
ア
総
領
事
館
に
よ
る
と
、

昨
年
末
時
点
で
承
認
待
ち
の

市
民
権
申
請
書
は
１
１
万
２

千
件
に
上
る
と
い
う
。
各

申
請
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る

名
前
は
平
均
４
人
で
、
約

４
５
万
人
が
市
民
権
を
求
め

て
列
を
成
し
て
い
る
計
算
だ
。

聖
市
は
人
口
の
半
分
以
上
が

イ
タ
リ
ア
人
移
民
の
子
孫
で
、

同
国
の
市
民
権
を
求
め
る
人

が
他
の
地
域
よ
り
多
い
。

　

専
門
家
に
よ
る
と
、
１
７

年
に
市
民
権
を
取
得
し
た
人

は
２
０
０
５
年
頃
に
申
請
を

行
っ
た
は
ず
だ
と
い
う
。
伯

国
内
で
申
請
す
る
と
取
得
ま

で
に
時
間
が
か
か
る
た
め
、

最
近
は
、
直
接
イ
タ
リ
ア
に

行
き
、
現
地
で
市
民
権
取
得

の
た
め
の
手
続
き
を
行
う
人

が
増
え
て
い
る
と
い
う
。

　

た
だ
、
直
接
イ
タ
リ
ア
に

行
っ
て
手
続
き
を
と
考
え
る

人
が
増
え
た
た
め
、
以
前
な

ら
１
年
半
程
度
だ
っ
た
市
民

権
認
可
が
、
最
近
は
２
年
程

度
か
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
。
ビ
ザ
や
書
類
の
不

備
の
た
め
、
入
国
を
拒
否
さ

れ
る
ケ
ー
ス
や
、
犯
罪
に
手

を
染
め
て
強
制
送
還
さ
れ
る

例
も
増
え
て
い
る
た
め
、
市

民
権
を
希
望
し
て
い
る
の
に
、

現
地
に
は
飛
ぶ
の
を
恐
れ
る

人
も
出
始
め
て
い
る
。

　
一
昨
年
１
１
月
に
施
行
さ

れ
た
改
正
労
働
法
に
３
６
項

目
の
修
正
を
加
え
る
暫
定
令

（
Ｍ
Ｐ
８
８
１
号
）
に
つ
い

て
審
議
す
る
た
め
に
置
か
れ

た
両
院
合
同
特
別
委
員
会
が

１
１
日
、
同
Ｍ
Ｐ
を
肯
定
す

る
意
見
書
（
ジ
ェロ
ニ
モ・
ジ
ョ

ル
ジ
ェ
ン
下
議
提
出
）
を
承

認
し
た
。
１
２
日
付
伯
字
各

紙
が
報
じ
た
。

　

４
月
３
０
日
に
出
さ
れ
た

Ｍ
Ｐ
は
、「
自
由
経
済
の
Ｍ

Ｐ
」
と
呼
ば
れ
、
企
業
活
動

に
お
け
る
煩
雑
な
官
僚
的
手

続
き
を
簡
素
化
し
、
雇
用
関

係
に
お
け
る
制
約
を
な
く
す

性
質
の
も
の
だ
。

　

こ
の
Ｍ
Ｐ
に
よ
り
、
衛
生

上
、
環
境
上
、
治
安
上
の

危
険
性
が
低
い
経
済
活
動
に

は
、
行
政
機
関
か
ら
の
許
可

や
認
可
を
得
る
義
務
が
な
く

な
る
。
こ
れ
ら
〃
低
リ
ス
ク

の
経
済
活
動
〃
は
、
近
隣
住

民
の
権
利
を
脅
か
さ
ず
、
環

境
破
壊
を
起
こ
さ
ず
、
騒
音

な
ど
も
出
さ
な
い
限
り
、
い

か
な
る
曜
日
、
い
か
な
る
時

間
帯
で
も
行
う
こ
と
が
出
来

る
よ
う
に
な
る
。

　
こ
の
Ｍ
Ｐ
は
、
電
子
労
働

手
帳
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
文
書

も
、
実
際
に
紙
に
印
刷
さ
れ

た
文
書
と
同
等
に
扱
わ
れ
る

と
も
定
め
た
。

　

同
Ｍ
Ｐ
は
さ
ら
に
、
小
規

模
企
業
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

は
、
健
康
被
害
、
治
安
上
、

衛
生
上
の
危
機
を
引
き
起
こ

す
危
険
が
な
く
、
違
反
物
質

な
ど
も
使
用
し
な
い
限
り
、

新
商
品
や
新
規
サ
ー
ビ
ス
を

自
由
に
市
場
に
投
入
す
る
こ

と
が
出
来
る
と
し
て
い
る
。

　

同
Ｍ
Ｐ
に
よ
り
、
中
小
企

業
が
株
式
公
開
を
行
う
際
の

有
価
証
券
取
引
委
員
会
（
Ｃ

Ｖ
Ｍ
）
か
ら
の
要
求
も
少
な

く
な
る
。
株
式
公
開
へ
の
複

雑
な
手
続
き
を
嫌
っ
て
、
あ

え
て
伯
国
外
で
株
式
公
開
を

す
る
必
要
が
生
じ
な
い
よ
う

に
、
と
の
趣
旨
だ
。

　

Ｍ
Ｐ
８
８
１
号
で
は
、

２
０
０
８
年
設
立
で
、
伯
国

政
府
が
出
資
す
る
投
資
フ
ァ

ン
ド
（
Ｆ
Ｓ
Ｂ
）
の
撤
廃
も

決
ま
っ
た
。
同
フ
ァ
ン
ド
の
資

金
２
７
０
億
レ
ア
ル
は
そ
の

ま
ま
国
庫
庁
に
入
る
。

　

ま
た
、
輸
送
業
に
関
し
て

は
、
国
家
陸
路
輸
送
庁
が
定

め
た
料
金
表
に
従
わ
な
か
っ

た
場
合
の
罰
金
の
免
除
や
、

コ
ス
ト
軽
減
の
た
め
の
書
類

の
一
本
化
な
ど
も
定
め
ら
れ

て
い
る
。

　

政
府
は
こ
の
Ｍ
Ｐ
に
よ
っ

て
、
今
後
１
０
〜
１
５
年
の

ス
パ
ン
で
、
３
７
０
万
人
分

の
雇
用
増
と
、
国
内
総
生
産

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
７
％
ア
ッ
プ

を
見
込
ん
で
い
る
。

　

Ｍ
Ｐ
８
８
１
号
は
今
後
、

下
院
と
上
院
で
の
承
認
手
続

き
に
入
る
。
Ｍ
Ｐ
は
１
８
０

日
以
内
に
両
院
で
承
認
さ
れ

な
け
れ
ば
無
効
と
な
る
。

　

ジ
ャ
イ
ー
ル
・
ボ
ウ
ソ
ナ

ロ
大
統
領
（
社
会
自
由
党
・

Ｐ
Ｓ
Ｌ
）
は
１
１
日
、
三
男

の
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
ボ
ウ
ソ

ナ
ロ
下
議
（
Ｐ
Ｓ
Ｌ
）
を
米

国
大
使
に
任
命
す
る
意
思
が

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
１
２
日
付
伯
字
各
紙
が

報
じ
た
。

　

伯
国
で
は
大
使
に
な
る
条

件
と
し
て
、「
伯
国
生
ま
れ

で
３
５
歳
以
上
で
あ
る
こ

と
」と
い
う
規
定
が
あ
る
が
、

エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
氏
は
１
０
日

に
３
５
歳
に
な
っ
た
ば
か
り

だ
。

　

エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
氏
は
１
２

日
、
外
務
省
を
訪
ね
、
エ
ル

ネ
ス
ト
・
ア
ラ
ウ
ー
ジ
ョ
伯

国
外
務
大
臣
と
会
談
し
た
。

　

会
談
後
に
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド

氏
は
、「
外
相
も
、
私
が
正

式
に
任
命
さ
れ
た
場
合
に
は

支
持
す
る
と
言
っ
て
く
れ

た
」
と
語
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
伯
国
が
諸
外

国
に
派
遣
す
る
大
使
は
、
外

務
省
の
高
官
か
ら
選
ば
れ
て

き
た
。
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
氏
に

は
外
務
省
で
の
経
験
は
一
切

な
い
。
し
か
し
、「
外
務
省

で
の
経
験
は
な
く
と
も
、
帰

化
人
で
な
い
３
５
歳
以
上
の

伯
人
で
、
卓
越
し
た
能
力
の

持
ち
主
で
あ
る
と
共
に
、
国

家
へ
の
顕
著
な
貢
献
歴
が
あ

る
場
合
は
、
例
外
的
に
大
使

に
な
れ
る
」
と
も
定
め
ら
れ

て
い
る
。

　

エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
氏
が
大
使

に
就
任
す
る
た
め
に
は
、
上

院
外
交
問
題
委
員
会
で
口
頭

試
問
を
受
け
、
信
任
投
票
で

選
ば
れ
た
上
に
、
上
院
の
本

会
議
で
信
任
さ
れ
る
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
大
使
に
就
任

す
る
際
、
エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
氏

は
下
議
の
職
を
辞
す
る
必
要

が
あ
る
。
在
米
伯
国
大
使
の

座
は
今
年
の
４
月
か
ら
空
席

に
な
っ
て
い
る
。

　

エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
氏
は
さ
ら

に
、「
自
分
は
親
の
七
光
り

だ
け
で
こ
こ
ま
で
来
た
わ
け

で
は
な
い
。
こ
こ
ま
で
苦
労

も
し
て
、
実
績
も
積
ん
で
き

た
。
事
実
、
私
は
下
院
外
交

問
題
委
員
会
の
委
員
長
だ
。

米
国
に
研
修
留
学
し
た
経
験

が
あ
る
。
英
語
も
そ
こ
で
勉

強
し
た
し
、
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー

だ
っ
て
自
分
で
焼
け
る
」
と

語
っ
て
い
る
。

修正動議を続 と々採決
　

社
会
保
障
制
度
改
革
の
議

論
は
、
歳
出
を
削
り
た
い
政

府
と
、
支
持
母
体
の
損
を
抑

え
た
い
議
員
と
の
せ
め
ぎ
あ

い
に
収
斂
す
る
。

　
「
女
性
の
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
（
国

立
社
会
保
険
院
）
の
年
金
満

額
受
給
条
件
緩
和
」
に
関
し

て
、「
女
性
が
年
金
を
満
額

受
給
す
る
た
め
に
必
要
な
年

金
負
担
年
数
を
４
０
年
か

ら
３
５
年
に
変
更
す
る
」
は

１
７
年
は
７
１
％
も
増
加

イ
タ
リ
ア
の
市
民
権
取
得
者

ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
整
理
を
目
指
す

社会保障
制度改革

バイア州

大
雨
に
よ
り
広
域
浸
水
発
生

（２）２０１９年 第５２８２号 ７月 １３日 （土曜日）

三
男
を
米
国
大
使
に
指
名
？

エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
も
既
に
大
乗
り
気

ボウソナロ

ピ
ュ
ー
タ
ー
を

運
び
出
せ
た
。
だ

が
、
学
校
周
辺

が
浸
水
被
害
に

遭
っ
た
の
は
初

め
て
だ
と
い
う
。

　

ダ
ム
か
ら
溢

れ
出
た
水
や
泥

の
た
め
、
国
道

２
３
５
号
線
は

一
時
、
両
方
向

が
通
行
不
能
と

な
っ
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
救
援

物
資
の
輸
送
に

も
支
障
が
出
た
。

ま
た
、
Ｃ
Ｊ
Ｓ
市

で
は
、
ペ
イ
シ

川
に
か
か
る
橋

が
冠
水
し
、
市

街
地
と
農
村
部



　

先せ
ん

帝て
い

陛へ
い

下か

の
御ご

譲じ
ょ
う

位い

か
ら
新し

ん

帝て
い

陛へ
い

下か

の
御ご

即そ
く

位い

ま
で
恙つ

つ
が
な

く
進す

す

め
ら
れ
た
の
は
大た

い

慶け
い

至し

極ご
く

で
あ
る
が
、
そ
の
過か

程て
い

で
一ひ

と
つ

だ
け
気き

に
か
か
っ
た
事こ

と

が
あ
っ
た
。
５
月が

つ

１
日た

ち

午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

半は
ん

か
ら
行お

こ
な
わ
れ
た
「
剣け

ん

璽じ

等と
う

承し
ょ
う

継け
い

の
儀ぎ

」
で
は
皇こ

う

位い

継け
い

承し
ょ
う

資し

格か
く

の
あ
る
成せ

い

人じ
ん

皇こ
う

族ぞ
く

と
し
て
立た

ち
会あ

い
さ
れ
た
の
が
、
秋あ

き

篠
し
の
の

宮み
や

殿で
ん

下か

と
常ひ

陸た
ち

宮の
み
や

殿で
ん

下か

の
お
二ふ

た

方か
た

だ
け
だ
っ
た
事こ

と

だ
。

　

常ひ

陸た
ち

宮の
み
や

殿で
ん

下か

は
８
３
歳さ

い

の
ご
高こ

う

齢れ
い

、
秋あ

き

篠し
の
の

宮み
や

殿で
ん

下か

は
御お

ん

年と
し

５
３
歳さ

い

で
新し

ん

帝て
い

陛へ
い

下か

と
５
歳さ

い

し
か
違ち

が

わ
な
い
た
め
、
数す

う

十
じ
ゅ
う

年ね
ん

後ご

の
皇こ

う

位い

継け
い

承し
ょ
うを
考か

ん
が
え
る
と
、
実じ

っ

質し
つ

的て
き

な
皇こ

う

位い

継け
い

承し
ょ
う

者し
ゃ

と

し
て
は
現げ

ん

在ざ
い

１
２
歳さ

い

の
悠ひ

さ

仁ひ
と

親し
ん

王の
う

の
み
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

悠ひ
さ

仁ひ
と

親し
ん

王の
う

の
学が

っ

校こ
う

の
机つ

く
えに
ナ
イ
フ
が
置お

か
れ
た
事じ

件け
ん

も
、
皇こ

う

位い

継け
い

承し
ょ
う

者し
ゃ

が
極

き
ょ
く

端た
ん

に
少す

く

な
い
、
と
い
う
事じ

実じ
つ

が
背は

い

景け
い

に
あ
る

の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

の
志し

位い

委い

員い
ん

長ち
ょ
うが
、
急き

ゅ
うに
女じ

ょ

性せ
い

天て
ん

皇の
う

・
女じ

ょ

系け
い

天て
ん

皇の
う

・
女じ

ょ

性せ
い

宮み
や

家け

の
議ぎ

論ろ
ん

を
訴う

っ
た
え
始は

じ

め
た
と
い

う
の
も
、
こ
れ
が
き
っ
か
け
だ
ろ
う
。

　

議ぎ

論ろ
ん

を
す
る
の
は
自じ

由ゆ
う

だ
が
、
そ
の
際さ

い

に
は
皇こ

う

位い

継け
い

承し
ょ
うの

歴れ
き

史し

事じ

実じ
つ

を
十

じ
ゅ
う

分ぶ
ん

踏ふ

ま
え
る
必ひ

つ

要よ
う

が
あ
る
。
す
で
に
１
２
６

代だ
い

に
も
及お

よ

ぶ
皇こ

う

室し
つ

の
歴れ

き

史し

を
見み

れ
ば
、
男だ

ん

系け
い

男だ
ん

子し

の
皇こ

う

位い

継け
い

承し
ょ
う

者し
ゃ

が
不ふ

在ざ
い

の
危き

機き

は
３
度ど

あ
り
、
そ
の
危き

機き

を
乗の

り
越こ

え

る
た
め
の
叡え

い

智ち

も
す
で
に
用よ

う

意い

さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

　
い
ず
れ
の
ケ
ー
ス
も
相そ

う

当と
う

な
遠と

お

縁え
ん

か
ら
男だ

ん

系け
い

男だ
ん

子し

を
猶ゆ

う

子し

（
親し

ん

族ぞ
く

か
ら
の
養よ

う

子し

）
と
し
て
迎む

か

え
入い

れ
、
場ば

合あ
い

に
よ
っ
て
は

先せ
ん

帝て
い

陛へ
い

下か

の
皇こ

う

女じ
ょ

や
姉し

妹ま
い

を
皇こ

う

后ご
う

と
す
る
、
と
い
う
方ほ

う

法ほ
う

で

あ
る
。

　

ち
な
み
に
、
男だ

ん

系け
い

と
は
父ち

ち

親お
や

を
遡

さ
か
の
ぼ
っ
て
い
く
と
初し

ょ

代だ
い

・
神じ

ん

武む

天て
ん

皇の
う

に
行ゆ

き
着つ

く
と
い
う
事こ

と

で
あ
る
。
皇こ

う

女じ
ょ

が
皇こ

う

族ぞ
く

以い

外が
い

の
配は

い

偶ぐ
う

者し
ゃ

と
男だ

ん

子し

を
も
う
け
て
も
、
そ
れ
は
女じ

ょ

系け
い

男だ
ん

子し

で
あ
っ

て
皇こ

う

位い

継け
い

承し
ょ
う

権け
ん

は
な
い
。

　

３
事じ

例れ
い

の
う
ち
最も

っ
と

も
新あ

た
ら
し
い
ケ
ー
ス
は
、
明め

い

治じ

維い

新し
ん

の

１
０
０
年ね

ん

ほ
ど
前ま

え

、
江え

戸ど

時じ

代だ
い

中ち
ゅ
う

期き

の
第だ

い

１
１
８
代だ

い

・
後ご

桃も
も

園ぞ
の

天て
ん

皇の
う

（
御ご

在ざ
い

位い

１
７
７
０
～
１
７
７
９
年ね

ん

）
が
わ
ず
か

２
２
歳さ

い

で
御ご

在ざ
い

位い

の
ま
ま
崩ほ

う

御ぎ
ょ

さ
れ
た
時と

き

の
こ
と
で
あ
る
。

　

皇こ
う

女じ
ょ

と
し
て
欣よ

し

子こ

内な
い

親し
ん

王の
う

が
遺の

こ

さ
れ
た
が
、
女じ

ょ

性せ
い

天て
ん

皇の
う

に

皇こ
う

位い

継け
い

承し
ょ
う

危き

機き

の
乗の

り
越こ

え
方か

た

　

                       

ご
先せ

ん

祖ぞ

様さ
ま

の
叡え

い

智ち

に
学ま

な

ぶ

２０１９年
ねん

５月
がつ

１２日
にち

版
ばん

は
な
ら
ず
、
閑か

ん

院い
ん

宮の
み
や

家け

の
第だ

い

６
皇お

う

子じ

で
９
歳さ

い

の
師も

ろ

仁ひ
と

親し
ん

王の
う

が

後ご

桃も
も

園ぞ
の

天て
ん

皇の
う

の
末ま

っ

期き

の
猶ゆ

う

子し

と
し
て
迎む

か

え
入い

れ
ら
れ
、
急

き
ゅ
う

遽き
ょ

、

即そ
く

位い

さ
れ
た
。
こ
れ
が
光こ

う

格か
く

天て
ん

皇の
う

で
あ
る
。
そ
し
て
欣よ

し

子こ

内な
い

親し
ん

王の
う

を
皇こ

う

后ご
う

と
さ
れ
て
い
る
。

　

閑か
ん

院い
ん

宮の
み
や

家け

と
は
５
代だ

い

前ま
え

の
東

ひ
が
し

山や
ま

天て
ん

皇の
う

か
ら
宝ほ

う

永え
い

７

（
１
７
１
０
）
年ね

ん

に
別わ

か

れ
た
宮み

や

家け

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
後ご

桃も
も

園ぞ
の

天て
ん

皇の
う

の
崩ほ

う

御ぎ
ょ

時じ

か
ら
見み

れ
ば
、
５
代だ

い

、
７
０
年ね

ん

ほ
ど
前ま

え

に
分わ

か
れ
た
宮み

や

家け

の
３
代だ

い

目め

の
子し

孫そ
ん

が
皇こ

う

位い

を
継つ

が
れ
た
こ
と

に
な
る
。
こ
の
光こ

う

格か
く

天て
ん

皇の
う

は
そ
の
後ご

、
３
７
年ね

ん

間か
ん

も
御ご

在ざ
い

位い

に
な
り
、
直

ち
ょ
っ

系け
い

と
し
て
仁に

ん

孝こ
う

天て
ん

皇の
う

、
孝こ

う

明め
い

天て
ん

皇の
う

、
明め

い

治じ

天て
ん

皇の
う

か
ら
新し

ん

帝て
い

陛へ
い

下か

ま
で
続つ

づ

く
近き

ん

代だ
い

皇こ
う

室し
つ

の
祖そ

と
な
ら
れ
た
。

　

光こ
う

格か
く

天て
ん

皇の
う

は
遠と

お

い
血ち

筋す
じ

か
ら
突と

つ

然ぜ
ん

、
即そ

く

位い

さ
れ
た
故ゆ

え

か
、

天て
ん

皇の
う

と
し
て
の
在あ

り
方か

た

を
深ふ

か

く
修

し
ゅ
う

養よ
う

さ
れ
た
。
御ご

在ざ
い

位い

中ち
ゅ
うに

天て
ん

明め
い

の
飢き

饉き
ん

が
起お

き
た
時と

き

は
、
一い

っ

向こ
う

に
動う

ご

か
な
い
幕ば

く

府ふ

に
民た

み

の

救き
ゅ
う

済さ
い

を
訴う

っ
た
え
ら
れ
て
い
る
。

　

身み

の
か
ひ
は
何な

に

を
祈い

の

ら
ず
朝あ

さ

な
夕ゆ

う

な
民た

み

安や
す

か

れ
と
思お

も

う
ば
か
り
ぞ

（
自じ

分ぶ
ん

の
こ
と
で
何な

に

も
祈い

の

る
こ
と
は
な
い
。
朝あ

さ

な

夕ゆ
う

な
に
民た

み

安や
す

く
あ
れ
と
思お

も

う
ば
か
り
で
あ
る
）

　

光こ
う

格か
く

天て
ん

皇の
う

の
御ぎ

ょ

製せ
い（
御お

歌う
た

）で
あ
る
。
無む

為い

無む

策さ
く

の
幕ば

く

府ふ

と
、

ひ
た
す
ら
に
「
民た

み

安や
す

か
れ
」
を
祈い

の

る
天て

ん

皇の
う

と
の
鮮せ

ん

烈れ
つ

な
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
か
ら
、
後の

ち

に
明め

い

治じ

維い

新し
ん

と
し
て
結け

つ

実じ
つ

す
る
尊そ

ん

皇の
う

倒と
う

幕ば
く

の
大お

お

き
な
う
ね
り
が
始は

じ

ま
っ
て
い
っ
た
。（
拙せ

っ

著ち
ょ

『
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
し

て
知し

っ
て
お
き
た
い
皇こ

う

室し
つ

の
祈い

の

り
」［
Ａ
］）

　

今こ
ん

回か
い

の
先せ

ん

帝て
い

陛へ
い

下か

の
御ご

譲じ
ょ
う

位い

は
光こ

う

格か
く

天て
ん

皇の
う

以い

来ら
い

、
２
０
０

年ね
ん

ぶ
り
と
言い

わ
れ
た
が
、
１
２
６
代だ

い

の
皇こ

う

室し
つ

の
歴れ

き

史し

か
ら
見み

れ
ば
、
わ
ず
か
７
代だ

い

前ま
え

の
事こ

と

で
あ
る
。
そ
し
て
皇こ

う

位い

継け
い

承し
ょ
う

者し
ゃ

を
遠と

お

縁え
ん

の
宮み

や

家け

か
ら
猶ゆ

う

子し

と
し
て
迎む

か

え
入い

れ
る
、
と
い
う
方ほ

う

法ほ
う

が
と
ら
れ
た
の
も
、
ほ
ぼ
同ど

う

時じ

代だ
い

の
、
皇こ

う

室し
つ

の
歴れ

き

史し

か
ら

見み

れ
ば
ご
く
最さ

い

近き
ん

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

先せ
ん

帝て
い

が
皇こ

う

女じ
ょ

し
か
遺の

こ

さ
れ
な
か
っ
た
場ば

合あ
い

に
、
相そ

う

当と
う

の
遠と

お

縁え
ん

で
あ
っ
て
も
男だ

ん

系け
い

男だ
ん

子し

を
次じ

代だ
い

天て
ん

皇の
う

に
お
迎む

か

え
し
、
そ
の
皇こ

う

女じ
ょ

を
皇こ

う

后ご
う

に
す
る
と
い
う
方ほ

う

法ほ
う

は
、
さ
ら
に
１
２
０
０
年ね

ん

ほ
ど

も
前ま

え

の
、
第だ

い

２
５
代だ

い

武ぶ

烈れ
つ

天て
ん

皇の
う

か
ら
第だ

い

２
６
代だ

い

継け
い

体た
い

天て
ん

皇の
う

へ

の
継け

い

承し
ょ
うか
ら
ヒ
ン
ト
を
得え

た
も
の
だ
ろ
う
。

　

武ぶ

烈れ
つ

天て
ん

皇の
う

の
在ざ

い

位い

は
『
日に

本ほ
ん

書し
ょ

紀き

』
に
よ
れ
ば
西せ

い

暦れ
き

４
９
８
年ね

ん

か
ら
５
０
６
年ね

ん

。
わ
ず
か
１
８
歳さ

い

で
崩ほ

う

御ぎ
ょ

し
、
お

世よ

継つ

ぎ
は
い
な
か
っ
た
。
大お

お

連む
ら
じ（
朝

ち
ょ
う

廷て
い

最さ
い

高こ
う

官か
ん

）
の
大お

お

伴と
も
の

金か
な

村む
ら

は
群ぐ

ん

臣し
ん

と
諮は

か

っ
て
、
応お

う

神じ
ん

天て
ん

皇の
う

５
世せ

い

の
末ま

つ

裔え
い

を
越え

ち

前ぜ
ん

か
ら

迎む
か

え
て
、
継け

い

体た
い

天て
ん

皇の
う

と
し
た
。
応お

う

神じ
ん

天て
ん

皇の
う

は
第だ

い

１
５
代だ

い

、
西せ

い

暦れ
き

４
０
０
年ね

ん

頃ご
ろ

の
天て

ん

皇の
う

で
あ
る
か
ら
、
継け

い

体た
い

天て
ん

皇の
う

は
１
０
代だ

い

、

１
０
０
年ね

ん

ほ
ど
も
前ま

え

に
分わ

か
れ
た
家か

系け
い

の
子し

孫そ
ん

で
あ
る
。

　

継け
い

体た
い

天て
ん

皇の
う

が
皇こ

う

位い

に
就つ

い
た
の
は
５
７
歳さ

い

で
、
武ぶ

烈れ
つ

天て
ん

皇の
う

の
姉し

妹ま
い

、
手た

白し
ら

香か
の

皇ひ
め

女み
こ

を
４
０
歳さ

い

ほ
ど
の
年ね

ん

齢れ
い

の
差さ

が
あ
っ
た

に
も
関か

か

わ
ら
ず
皇こ

う

后ご
う

に
迎む

か

え
、
皇こ

う

位い

の
安あ

ん

定て
い

を
図は

か

っ
て
い
る
。

こ
の
お
二ふ

た

人り

か
ら
、
や
が
て
推す

い

古こ

天て
ん

皇の
う

や
聖

し
ょ
う

徳と
く

太た
い

子し

、
舒じ

ょ

明め
い

天て
ん

皇の
う

な
ど
と
皇こ

う

統と
う

が
続つ

づ

い
て
い
く
。

　

現げ
ん

代だ
い

の
歴れ

き

史し

研け
ん

究き
ゅ
うで
は
、
継け

い

体た
い

天て
ん

皇の
う

が
そ
れ
ま
で
の
皇こ

う

室し
つ

と
血け

つ

縁え
ん

関か
ん

係け
い

の
な
い
「
新し

ん

王お
う

朝ち
ょ
う」
だ
、
な
ど
と
諸し

ょ

説せ
つ

取と

り
沙ざ

汰た

さ
れ
て
い
る
が
、『
記き

紀き

』
に
は
「
応お

う

神じ
ん

天て
ん

皇の
う

５
世せ

い

の
末ま

つ

裔え
い

」
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
明め

い

確か
く

に
否ひ

定て
い

し
う
る
事じ

実じ
つ

も

見み

つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
古こ

来ら
い

か
ら
そ
の
通と

お

り
に
信し

ん

じ
ら
れ
て
き

た
。

　

我わ
れ

々わ
れ

の
ご
先せ

ん

祖ぞ

様さ
ま

が
、「
応お

う

神じ
ん

天て
ん

皇の
う

５
世せ

い

の
末ま

つ

裔え
い

」
と
い

う
説せ

つ

明め
い

で
継け

い

体た
い

天て
ん

皇の
う

の
皇こ

う

位い

継け
い

承し
ょ
うの
正せ

い

統と
う

性せ
い

を
受う

け
入い

れ
て

き
た
、
と
い
う
歴れ

き

史し

事じ

実じ
つ

は
重

じ
ゅ
う

要よ
う

で
あ
る
。
直

ち
ょ
っ

系け
い

直ち
ょ
っ

近き
ん

の
皇こ

う

女じ
ょ

よ
り
も
、
は
る
か
遠と

お

縁え
ん

で
も
男だ

ん

系け
い

男だ
ん

子し

が
皇こ

う

位い

に
つ
く
べ

き
、
と
い
う
明め

い

確か
く

な
原げ

ん

則そ
く

が
、
以い

上じ
ょ
うの
１
１
９
代だ

い

光こ
う

格か
く

天て
ん

皇の
う

、

２
５
代だ

い

継け
い

体た
い

天て
ん

皇の
う

の
お
二ふ

た

方か
た

の
事じ

例れ
い

か
ら
窺う

か
が
わ
れ
る
の
で
あ

る
。

　

な
お
、
こ
の
お
二ふ

た

方か
た

は
先せ

ん

帝て
い

の
皇こ

う

女じ
ょ

、
あ
る
い
は
姉し

妹ま
い

を

皇こ
う

后ご
う

と
し
て
迎む

か

え
ら
れ
た
が
、
そ
の
よ
う
な
直

ち
ょ
っ

系け
い

の
女じ

ょ

性せ
い

が
い

な
が
ら
も
皇こ

う

后ご
う

と
さ
れ
ず
に
、
遠と

お

縁え
ん

の
男だ

ん

系け
い

男だ
ん

子し

が
皇こ

う

位い

に

就つ

か
れ
た
天て

ん

皇の
う

が
も
う
お
一ひ

と

方か
た

あ
る
。

　

南な
ん

北ぼ
く

朝ち
ょ
う

合ご
う

一い
つ

後ご

の
第だ

い

１
０
０
代だ

い

後ご

小こ

松ま
つ

天て
ん

皇の
う

の
皇お

う

子じ

、
第だ

い

１
０
１
代だ

い

称し
ょ
う

光こ
う

天て
ん

皇の
う

は
２
８
歳さ

い

の
若わ

か

さ
で
崩ほ

う

御ぎ
ょ

さ
れ
、
二ふ

た

人り

の
皇こ

う

女じ
ょ

を
遺の

こ

さ
れ
た
が
、
男だ

ん

性せ
い

の
皇こ

う

嗣し

は
無な

か
っ
た
。
そ
こ

で
９
歳さ

い

の
伏ふ

し

見み

宮の
み
や

家け

彦ひ
こ

仁ひ
と

親し
ん

王の
う

が
後ご

小こ

松ま
つ

天て
ん

皇の
う

の
猶ゆ

う

子し

と
し

て
迎む

か

え
ら
れ
て
１
０
２
代だ

い

後ご

花は
な

園ぞ
の

天て
ん

皇の
う

と
し
て
即そ

く

位い

さ
れ
た
。

後ご

小こ

松ま
つ

天て
ん

皇の
う

は
北ほ

く

朝ち
ょ
うで
は
第だ

い

６
代だ

い

で
あ
り
、
伏ふ

し

見み

宮の
み
や

家け

は
そ

の
３
代だ

い

前ま
え

の
北ほ

く

朝ち
ょ
う

第だ
い

３
代だ

い

崇す
う

高こ
う

天て
ん

皇の
う

か
ら
別わ

か

れ
た
宮み

や

家け

で
あ

る
。

　

光こ
う

格か
く

天て
ん

皇の
う

は
５
代だ

い

・
７
０
年ね

ん

ほ
ど
前ま

え

、
継け

い

体た
い

天て
ん

皇の
う

は
１
０

代だ
い

・
１
０
０
年ね

ん

ほ
ど
前ま

え

に
分わ

か
れ
た
家か

系け
い

か
ら
即そ

く

位い

さ
れ
た

の
に
対た

い

し
、
後ご

花は
な

園ぞ
の

天て
ん

皇の
う

は
３
代だ

い

・
３
５
年ね

ん

ほ
ど
前ま

え

に
分わ

か

れ
た
家か

系け
い

か
ら
迎む

か

え
ら
れ
た
。
こ
の
程て

い

度ど

な
ら
、
人ひ

と

々び
と

の
記き

憶お
く

も
残の

こ

っ
て
お
り
、
直

ち
ょ
っ

系け
い

の
皇こ

う

女じ
ょ

を
皇こ

う

后ご
う

と
し
て
迎む

か

え
入い

れ
る

必ひ
つ

要よ
う

も
な
か
っ
た
の
か
も
知し

れ
な
い
。

　
こ
の
方か

た

も
、
遠と

お

縁え
ん

か
ら
即そ

く

位い

さ
れ
た
故ゆ

え

か
、
君く

ん

徳と
く

の
涵か

ん

養よ
う

に
努つ

と

め
ら
れ
、
飢き

民み
ん

の
流る

亡ぼ
う

を
座ざ

視し

し
て
遊ゆ

う

興き
ょ
うに
耽ふ

け

り
続つ

づ

け

る
第だ

い

８
代だ

い

将し
ょ
う

軍ぐ
ん

・
足あ

し

利か
が

義よ
し

政ま
さ

に
怠た

い

惰だ

や
奢し

ゃ

侈し

を
戒い

ま
し
め
る
漢か

ん

詩し

を
送お

く

る
な
ど
、「
近き

ん

来ら
い

の
聖せ

い

主し
ゅ

」
と
称た

た

え
ら
れ
た
。（『
国こ

く

史し

大だ
い

事じ

典て
ん

』）

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
我わ

れ

々わ
れ

の
先せ

ん

祖ぞ

は
、
こ
の
３
回か

い

の
危き

機き

に
際さ

い

し
て
、
た
と
え
皇こ

う

女じ
ょ

が
い
て
も
女じ

ょ

性せ
い

天て
ん

皇の
う

と
は
せ
ず
、
相そ

う

当と
う

な

遠と
お

縁え
ん

で
も
男だ

ん

系け
い

男だ
ん

子し

を
猶ゆ

う

子し

と
し
て
迎む

か

え
入い

れ
て
皇こ

う

室し
つ

を
維い

持じ

し
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
１
２
６
代だ

い

の
皇こ

う

統と
う

を
お
守ま

も

り

し
て
き
た
我わ

れ

ら
が
御ご

先せ
ん

祖ぞ

様さ
ま

の
叡え

い

智ち

で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
で
は
歴れ

き

史し

上じ
ょ
う、
８
人に

ん

１
０
代だ

い

（
お
二ふ

た

方か
た

が
二に

度ど

即そ
く

位い

さ
れ
て
い
る
）
の
女じ

ょ

性せ
い

天て
ん

皇の
う

は
な
ぜ
生う

ま
れ
た
の
か
。
そ
れ
は

主お
も

に
、
次つ

ぎ

の
２
つ
の
理り

由ゆ
う

か
ら
「
中な

か

継つ

ぎ
」
と
し
て
即そ

く

位い

さ
れ

た
の
で
あ
る
。

・
先せ

ん

帝て
い

が
崩ほ

う

御ぎ
ょ

ま
た
は
退た

い

位い

さ
れ
た
際さ

い

に
、
幼お

さ
ない
皇お

う

子じ

が
成せ

い

人じ
ん

す
る
ま
で
の
中な

か

継つ

ぎ
と
し
て
・
・
・
第だ

い

４
１
代だ

い

持じ

統と
う

天て
ん

皇の
う

、

第だ
い

４
３
代だ

い

元げ
ん

明め
い

天て
ん

皇の
う

、
第だ

い

４
４
代だ

い

元げ
ん

正し
ょ
う

天て
ん

皇の
う

、
第だ

い

１
０
９

代だ
い

明め
い

正し
ょ
う

天て
ん

皇の
う

、
第だ

い

１
１
７
代だ

い

後ご

桜さ
く
ら

町ま
ち

天て
ん

皇の
う

。

・
先せ

ん

帝て
い

が
崩ほ

う

御ぎ
ょ

ま
た
は
退た

い

位い

さ
れ
た
際さ

い

に
、
有ゆ

う

力り
ょ
く

後こ
う

継け
い

候こ
う

補ほ

が
複ふ

く

数す
う

い
て
、
す
ぐ
に
は
決き

め
ら
れ
な
い
場ば

合あ
い

に
、
元も

と

皇こ
う

后ご
う

な

ど
の
お
立た

ち

場ば

に
よ
る
中な

か

継つ

ぎ
と
し
て
・
・
・
第だ

い

３
３
代だ

い

推す
い

古こ

天て
ん

皇の
う

、
第だ

い

３
５
代だ

い

皇こ
う

極ぎ
ょ
く

天て
ん

皇の
う

（
重

じ
ゅ
う

祚そ

さ
れ
て
第だ

い

３
７
代だ

い

斉せ
い

明め
い

天て
ん

皇の
う

）

　

上
じ
ょ
う

記き

、
７
人に

ん

８
代だ

い

の
女じ

ょ

性せ
い

天て
ん

皇の
う

の
場ば

合あ
い

は
、
い
ず
れ
も
男だ

ん

系け
い

男だ
ん

子し

の
後こ

う

継け
い

者し
ゃ

に
皇こ

う

位い

を
譲ゆ

ず

る
事こ

と

が
明め

い

確か
く

で
あ
り
、
そ
の

時じ

期き

を
待ま

つ
た
め
の
中な

か

継つ

ぎ
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ

ら
の
女じ

ょ

性せ
い

天て
ん

皇の
う

の
御ご

存そ
ん

在ざ
い

も
男だ

ん

系け
い

男だ
ん

子し

の
皇こ

う

統と
う

を
守ま

も

る
た
め

の
智ち

慧え

で
あ
っ
た
。

　

唯ゆ
い

一い
つ
、
異こ

と

な
る
事じ

例れ
い

が
、
第だ

い

４
６
代だ

い

孝こ
う

謙け
ん

天て
ん

皇の
う

（
重

じ
ゅ
う

祚そ

し

て
第だ

い

４
８
代だ

い

称し
ょ
う

徳と
く

天て
ん

皇の
う

）
で
あ
る
。
第だ

い

４
５
代だ

い

聖し
ょ
う

武む

天て
ん

皇の
う

と
光こ

う

明み
ょ
う

皇こ
う

后ご
う

の
皇こ

う

女じ
ょ

と
し
て
生う

ま
れ
た
が
皇お

う

子じ

の
早そ

う

世せ
い

に
よ

り
、
国こ

く

史し

上じ
ょ
う

初は
つ

の
、
そ
し
て
最さ

い

後ご

の
女じ

ょ

性せ
い

皇こ
う

太た
い

子し

と
な
っ
た
。

父ふ

帝て
い

崩ほ
う

御ぎ
ょ

の
後あ

と

、
即そ

く

位い

し
て
か
ら
、
天て

ん

武む

天て
ん

皇の
う

の
孫ま

ご

で
あ
る

第だ
い

４
７
代だ

い

淳じ
ゅ
ん

仁に
ん

天て
ん

皇の
う

に
譲

じ
ょ
う

位い

し
た
。
こ
こ
ま
で
は
良よ

か
っ
た

が
、
両

り
ょ
う

者し
ゃ

の
不ふ

和わ

か
ら
兵へ

い

乱ら
ん

が
起お

こ
り
、
淳

じ
ゅ
ん

仁に
ん

天て
ん

皇の
う

は
廃は

い

さ

れ
て
、
淡あ

わ

路じ

島し
ま

に
流な

が

さ
れ
た
。

　※これを読
よ

めば自
し

然
ぜん

に、日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

や歴
れき

史
し

に関
かん

心
しん

がもてるような話
はなし

を
毎
まいしゅう

週掲
けいさい

載しています。より多
おお

くの二
に

世
せい

の方
かた

や日
に

本
ほん

語
ご

学
がくしゅう

習者
しゃ

に読
よ

んでもら
い、少

すこ

しでも日
に

本
ほん

に興
きょう

味
み

を持
も

っても
らえるよう、最

も

寄
よ

りの日
に

本
ほん

語
ご

学
がっこう

校や
日
にっ

系
けい

団
だん

体
たい

の掲
けい

示
じ

板
ばん

に張
は

ったり、普
ふ

段
だん

は邦
ほう

字
じ

紙
し

を読
よ

んでいない兄
きょうだい

弟や子
こ

や
孫
まご

などに記
きじ

事を紹
しょうかい

介してください。
（ニッケイ新

しんぶん

聞編
へんしゅう

集部
ぶ

）

１
２
６
代だ

い

の
皇こ

う

位い

継け
い

承し
ょ
う

の
歴れ

き

史し

で
何な

ん

度ど

と
な
く
あ
っ
た
危き

機き

を
、

                             

ご
先せ

ん

祖ぞ

様さ
ま

た
ち
は
い
か
に
乗の

り
越こ

え
て
き
た
の
か

（３） ２０１９年第５２８２号 	 ７月	１３日	（土曜日）

　

第だ
い

４
８
代だ

い

称し
ょ
う

徳と
く

天て
ん

皇の
う

と
し
て
重

じ
ゅ
う

祚そ

す
る
と
、
看か

ん

病び
ょ
う

僧そ
う

・

道ど
う

鏡き
ょ
うは
天て

ん

皇の
う

の
寵

ち
ょ
う

愛あ
い

を
良よ

い
こ
と
に
、
宇う

佐さ

八は
ち

幡ま
ん

神し
ん

の
託た

く

宣せ
ん

と
詐

い
つ
わ
っ
て
皇こ

う

位い

を
狙ね

ら

っ
た
。
こ
の
皇こ

う

統と
う

史し

上じ
ょ
う

最さ
い

悪あ
く

の
危き

機き

を
阻そ

止し

し
た
の
が
和わ

気け
の

清き
よ

麻ま

呂ろ

だ
っ
た
。
清き

よ

麻ま

呂ろ

は
後の

ち

に
「
勤き

ん

皇の
う

の
忠

ち
ゅ
う

臣し
ん

」
と
し
て
称

し
ょ
う

賛さ
ん

さ
れ
、
ま
た
こ
の
失し

っ

敗ぱ
い

か
ら
だ
ろ
う
、

本ほ
ん

格か
く

的て
き

な
女じ

ょ

性せ
い

天て
ん

皇の
う

は
二に

度ど

と
擁よ

う

立り
つ

さ
れ
る
事こ

と

は
な
か
っ
た
。

　
た
だ
、
孝こ

う

謙け
ん・称
し
ょ
う

徳と
く

天て
ん

皇の
う

も
含ふ

く

め
、
す
べ
て
の
女じ

ょ

性せ
い

天て
ん

皇の
う

は
、

先せ
ん

帝て
い

の
皇こ

う

后ご
う

と
し
て
寡か

婦ふ

、
あ
る
い
は
生

し
ょ
う

涯が
い

未み

婚こ
ん

の
ま
ま
で
、

御ご

在ざ
い

位い

時じ

に
配は

い

偶ぐ
う

者し
ゃ

は
い
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
女じ

ょ

系け
い

の
お

世よ

継つ

ぎ
が
生う

ま
れ
る
可か

能の
う

性せ
い

は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。

　
こ
れ
に
「
皇こ

う

女じ
ょ

が
皇こ

う

族ぞ
く

外が
い

の
男だ

ん

性せ
い

と
結け

っ

婚こ
ん

す
る
と
皇こ

う

族ぞ
く

か

ら
外は

ず

れ
る
」
と
い
う
ル
ー
ル
を
合あ

わ
せ
考か

ん
が
え
る
と
、
男だ

ん

系け
い

で
な

い
男だ

ん

子し

を
皇こ

う

族ぞ
く

に
は
入い

れ
な
い
、と
い
う
原げ

ん

則そ
く

が
見み

て
と
れ
る
。

女じ
ょ

性せ
い

は
一い

っ

般ぱ
ん

国こ
く

民み
ん

か
ら
で
も
皇こ

う

族ぞ
く

に
入は

い

る
こ
と
が
で
き
、
皇こ

う

后ご
う

に
も
な
れ
る
。
し
か
し
、
男だ

ん

性せ
い

は
完か

ん

全ぜ
ん

に
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
は
道ど

う

鏡き
ょ
うの
よ
う
な
野や

望ぼ
う

を
持も

つ
男だ

ん

性せ
い

を
、
万ま

ん

が
一い

ち
に
も

皇こ
う

族ぞ
く

に
入い

れ
な
い
た
め
の
叡え

い

智ち

で
あ
ろ
う
。
昨さ

っ

今こ
ん

伝つ
た

え
ら
れ
る

眞ま

子こ

女じ
ょ

王お
う

と
小こ

室む
ろ

圭け
い

氏し

の
結け

っ

婚こ
ん

騒そ
う

動ど
う

は
、
女じ

ょ

性せ
い

天て
ん

皇の
う

論ろ
ん

議ぎ

へ

の
天て

ん

の
警け

い

告こ
く

で
も
あ
る
よ
う
だ
。

　

以い

上じ
ょ
うを
整せ

い

理り

し
て
み
る
と
、
皇こ

う

位い

継け
い

承し
ょ
うの
危き

機き

の
際さ

い

に
、

次つ
ぎ

の
３
つ
の
方ほ

う

法ほ
う

が
採さ

い

用よ
う

さ
れ
た
。

１
）「
猶ゆ

う

子し

」
：
直

ち
ょ
っ

系け
い

の
男だ

ん

系け
い

男だ
ん

子し

が
不ふ

在ざ
い

の
場ば

合あ
い

、
た
と
え

皇こ
う

女じ
ょ

が
い
て
も
、
遠と

お

縁え
ん

の
男だ

ん

系け
い

男だ
ん

子し

を
猶ゆ

う

子し

と
し
て
皇こ

う

位い

継け
い

承し
ょ
う・
・
・
３
事じ

例れ
い

と
も
継け

い

承し
ょ
う

成せ
い

功こ
う

。

２
）「
中な

か

継つ

ぎ
女じ

ょ

性せ
い

天て
ん

皇の
う

」
：
後こ

う

継け
い

の
皇お

う

子じ

が
幼よ

う

少し
ょ
う、
ま
た

は
有ゆ

う

力り
ょ
く

候こ
う

補ほ

が
複ふ

く

数す
う

い
て
、
す
ぐ
に
は
決き

め
ら
れ
な
い
場ば

合あ
い

の
女じ

ょ

性せ
い

天て
ん

皇の
う

に
よ
る
中な

か

継つ

ぎ
・
・
・
７
事じ

例れ
い

と
も
継け

い

承し
ょ
う

成せ
い

功こ
う

。
３
）「
本ほ

ん

格か
く

的て
き

女じ
ょ

性せ
い

天て
ん

皇の
う

」
：
皇こ

う

女じ
ょ

が
本ほ

ん

格か
く

的て
き

な
女じ

ょ

性せ
い

天て
ん

皇の
う

と
し
て
即そ

く

位い

・・・
１
事じ

例れ
い

の
み
。
皇こ

う

統と
う

最さ
い

悪あ
く

の
危き

機き

を
招ま

ね

く
。

　
こ
れ
だ
け
の
史し

実じ
つ

を
見み

れ
ば
、
３
）「
本ほ

ん

格か
く

的て
き

女じ
ょ

性せ
い

天て
ん

皇の
う

」

を
理り

性せ
い

的て
き

に
是ぜ

認に
ん

し
う
る
人に

ん

間げ
ん

が
い
る
と
は
思お

も

え
な
い
。
い
る

と
す
れ
ば
、
密ひ

そ

か
に
「
天て

ん

皇の
う

制せ
い

」
廃は

い

止し

を
目め

指ざ

し
て
、
確か

く

信し
ん

犯は
ん

的て
き

に
３
）
を
主し

ゅ

張ち
ょ
うす
る
輩や

か
らで
あ
ろ
う
。
も
と
も
と
「
天て

ん

皇の
う

制せ
い

」
を
否ひ

定て
い

し
て
い
た
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

が
、
突と

つ

然ぜ
ん

、
女じ

ょ

性せ
い

天て
ん

皇の
う

を
議ぎ

論ろ
ん

し
よ
う
、
な
ど
と
言い

い
出だ

し
た
の
は
、
こ
の
戦せ

ん

略り
ゃ
くで
あ
る
と

疑う
た
がわ
ざ
る
を
得え

な
い
。

　

注
ち
ゅ
う

目も
く

す
べ
き
は
、
上

じ
ょ
う

記き

の
３
つ
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、

「
男だ

ん

系け
い

」
そ
の
も
の
は
完か

ん

全ぜ
ん

に
守ま

も

ら
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

１
２
６
代だ

い

の
一い

ち

度ど

た
り
と
も
．
男だ

ん

女じ
ょ

を
問と

わ
ず
男だ

ん

系け
い

で
な
い
人に

ん

間げ
ん

が
皇こ

う

位い

に
つ
い
た
例れ

い

は
な
い
。
何な

故ぜ

に
、
我わ

れ

々わ
れ

の
先せ

ん

祖ぞ

は
こ

れ
ほ
ど
ま
で
に
男だ

ん

系け
い

に
こ
だ
わ
っ
て
き
た
の
か
？

　

こ
こ
で
筆ひ

っ

者し
ゃ

が
思お

も

い
起お

こ
す
の
は
、「
理り

性せ
い

の
限げ

ん

界か
い

」
と

「
死し

者し
ゃ

の
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

」
と
い
う
二ふ

た

つ
の
言こ

と

葉ば

で
あ
る
。「
理り

性せ
い

の
限げ

ん

界か
い

」
と
は
、
多お

お

く
の
知ち

識し
き

人じ
ん

が
支し

持じ

し
た
共

き
ょ
う

産さ
ん

主し
ゅ

義ぎ

が
、

一い
ち

億お
く

人に
ん

と
も
呼よ

ば
れ
る
犠ぎ

牲せ
い

者し
ゃ

を
出だ

し
た
失し

っ

敗ぱ
い

か
ら
も
明あ

き

ら

か
で
あ
ろ
う
。
そ
の
失し

っ

敗ぱ
い

か
ら
目め

を
そ
ら
し
て
、
未い

ま

だ
に
共

き
ょ
う

産さ
ん

党と
う

と
名な

の
っ
て
い
る
人ひ

と

々び
と

が
い
る
こ
と
も
「
理り

性せ
い

の
限げ

ん

界か
い

」
の
一い

ち

例れ
い

で
あ
る
。

　

伝で
ん

統と
う

や
習

し
ゅ
う

慣か
ん

の
意い

義ぎ

を
合ご

う

理り

的て
き

に
説せ

つ

明め
い

で
き
な
い
か
ら
と

言い

っ
て
否ひ

定て
い

す
る
の
は
、
自み

ず
か
ら
の
理り

性せ
い

の
限げ

ん

界か
い

を
弁わ

き
ま
え
な
い
、

近き
ん

代だ
い

人じ
ん

特と
く

有ゆ
う

の
理り

性せ
い

過か

信し
ん

で
あ
る
。「
男だ

ん

女じ
ょ

平び
ょ
う

等ど
う

」
な
ど
と

い
う
観か

ん

念ね
ん

か
ら
「
男だ

ん

系け
い

の
維い

持じ

」
を
否ひ

定て
い

す
る
の
も
、
そ
の
一い

っ

種し
ゅ

で
あ
る
。

　

限げ
ん

界か
い

あ
る
理り

性せ
い

を
補お

ぎ
な
う
の
が
「
死し

者し
ゃ

の
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

」
で
あ

る
。
男だ

ん

系け
い

の
維い

持じ

は
、
ほ
ぼ
２
千せ

ん

年ね
ん

に
及お

よ

ぶ
我わ

れ

ら
が
御ご

先せ
ん

祖ぞ

様さ
ま

が
選せ

ん

択た
く

し
て
き
た
結け

っ

果か

で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
が
一い

ち

因い
ん

と

な
っ
て
、
１
２
６
代だ

い

も
の
安あ

ん

定て
い

し
た
皇こ

う

位い

継け
い

承し
ょ
うを
も
た
ら
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
中

ち
ゅ
う

国ご
く

や
西せ

い

洋よ
う

に
比く

ら

べ
れ
ば
、
我わ

が
国こ

く

民み
ん

は
は
る

か
に
平へ

い

和わ

な
、
幸こ

う

福ふ
く

な
歴れ

き

史し

を
過す

ご
し
て
き
た
。

　

長な
が

い
歴れ

き

史し

を
経へ

た
皇こ

う

室し
つ

制せ
い

度ど

な
ど
に
関か

か

わ
る
政せ

い

治じ

的て
き

決け
っ

定て
い

は
、
我わ

れ

々わ
れ

現げ
ん

世せ

代だ
い

の
限か

ぎ

ら
れ
た
理り

性せ
い

だ
け
で
な
く
、
過か

去こ

の
皇こ

う

室し
つ

制せ
い

度ど

を
支さ

さ

え
て
き
た
無む

数す
う

の
御ご

先せ
ん

祖ぞ

様さ
ま

、
す
な
わ
ち

「
死し

者し
ゃ

」
た
ち
の
経け

い

験け
ん

と
叡え

い

智ち

と
意い

思し

に
耳み

み

を
傾か

た
む
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。こ
れ
が「
死し

者し
ゃ

の
民み

ん

主し
ゅ

主し
ゅ

義ぎ

」が
示し

め

す
道み

ち

で
あ
る
。

　

そ
し
て
御ご

先せ
ん

祖ぞ

様さ
ま

た
ち
が
う
ま
く
解か

い

決け
つ

で
き
た
問も

ん

題だ
い

に
関か

ん

し
て
は
、
遠え

ん

慮り
ょ

な
く
そ
の
叡え

い

智ち

を
拝は

い

借し
ゃ
くし
、
失し

っ

敗ぱ
い

し
た
や
り

方か
た

に
関か

ん

し
て
は
そ
の
経け

い

験け
ん

を
生い

か
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
皇こ

う

位い

継け
い

承し
ょ
うの
問も

ん

題だ
い

に
関か

ん

し
て
は
、
猶ゆ

う

子し

と
い
う
成せ

い

功こ
う

し
た
叡え

い

智ち

に
学ま

な

び
、
失し

っ

敗ぱ
い

し
か
け
た
本ほ

ん

格か
く

的て
き

女じ
ょ

性せ
い

天て
ん

皇の
う

の
道み

ち

は
避さ

け
る
、
と

い
う
の
が
、
賢け

ん

明め
い

な
国こ

く

民み
ん

の
と
る
べ
き
道み

ち

で
あ
ろ
う
。

　
「
男だ

ん

系け
い

」
へ
の
こ
だ
わ
り
も
、
猶ゆ

う

子し

の
智ち

慧え

で
維い

持じ

で
き
る

の
だ
し
、
そ
の
デ
メ
リ
ッ
ト
も
歴れ

き

史し

上じ
ょ
う、
一い

っ

向こ
う

に
現あ

ら
わ
れ
て
い
な

い
の
だ
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
伝で

ん

統と
う

を
崩く

ず

さ
ね
ば
な
ら
な
い
合ご

う

理り

的て
き

理り

由ゆ
う

も
な
い
。

　

現げ
ん

代だ
い

に
お
い
て
、
ご
先せ

ん

祖ぞ

様さ
ま

の
猶ゆ

う

子し

の
叡え

い

智ち

を
活か

つ

用よ
う

し
て

皇こ
う

位い

継け
い

承し
ょ
う

者し
ゃ

を
増ふ

や
す
方ほ

う

法ほ
う

と
し
て
、
小こ

堀ぼ
り

桂け
い

一い
ち

郎ろ
う

・
東と

う

大だ
い

名め
い

誉よ

教き
ょ
う

授じ
ゅ

が
次つ

ぎ

の
よ
う
に
ま
と
め
た
提て

い

案あ
ん

が
最も

っ
と
も
現げ

ん

実じ
つ

的て
き

だ

ろ
う
。

　
…
今こ

ん

後ご

、
結け

っ

婚こ
ん

さ
れ
る
女じ

ょ

王お
う

様さ
ま

方が
た

の
御ご

配は
い

偶ぐ
う

が
、
血け

っ

統と
う

の

上う
え

で
皇こ

う

統と
う

に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
且か

つ
、
そ
れ
が
な
る
べ
く
近ち

か

い
過か

去こ

に
於お

い
て
、
そ
の
つ
な
が
り
が
証

し
ょ
う

示し

で
き
る
様よ

う

な
方か

た

で

あ
れ
ば
、
そ
の
御ご

当と
う

人に
ん

で
な
く
と
も
、
そ
の
次つ

ぎ

の
世せ

代だ
い

の
男だ

ん

子し

（
母は

は

方か
た

の
血ち

筋す
じ

か
ら
し
て
も
、
皇こ

う

室し
つ

の
血ち

を
引ひ

い
て
お
ら
れ
る

こ
と
が
明あ

き

ら
か
な
の
で
あ
る
か
ら
）
が
、
皇こ

う

位い

継け
い

承し
ょ
う

権け
ん

を
保ほ

有ゆ
う

さ
れ
る
こ
と
は
、
系け

い

譜ふ

の
論ろ

ん

理り

か
ら
言い

つ
て
、
道ど

う

理り

に
適か

な

つ

た
も
の
に
な
る
。［
１
，　
Ｐ
５
４
］

　
こ
こ
で
言い

う
「
血け

っ

統と
う

の
上う

え

で
皇こ

う

統と
う

に
つ
な
が
っ
て
」
い
る
方か

た

と
は
、
昭

し
ょ
う

和わ

２
２
（
１
９
４
７
）
年ね

ん

１
０
月が

つ

１
４
日か

付づ

け
で

占せ
ん

領り
ょ
う

軍ぐ
ん

か
ら
皇こ

う

籍せ
き

離り

脱だ
つ

を
命め

い

ぜ
ら
れ
た
旧き

ゅ
う
１
１
宮み

や

家け

ご
出

し
ゅ
っ

身し
ん

の
方か

た

々が
た

と
な
ろ
う
。
戦せ

ん

後ご

の
新あ

た
ら
し
い
皇こ

う

室し
つ

典て
ん

範ぱ
ん

が
施し

行こ
う

さ
れ

た
の
は
、
こ
の
５
か
月げ

つ

程ほ
ど

前ま
え

の
５
月が

つ

３
日か

で
あ
り
、
１
１
宮み

や

家け

は
そ
れ
ま
で
の
間あ

い
だ、
新し

ん

皇こ
う

室し
つ

典て
ん

範ぱ
ん

の
も
と
で
も
皇こ

う

籍せ
き

に
属ぞ

く

し

て
お
ら
れ
た
。
そ
れ
を
日に

っ

本ぽ
ん

国こ
っ

家か

国こ
く

民み
ん

の
意い

思し

と
は
関か

ん

係け
い

な

く
、占せ

ん

領り
ょ
う

軍ぐ
ん

の
指し

令れ
い

で
離り

脱だ
つ

を
強

き
ょ
う

制せ
い

さ
れ
た
の
で
あ
る
。［
２
，　

Ｐ
１
５
２
］

　

現げ
ん

在ざ
い

の
皇こ

う

位い

継け
い

承し
ょ
う

者し
ゃ

の
極

き
ょ
く

端た
ん

な
減げ

ん

少し
ょ
うは
、
こ
の
占せ

ん

領り
ょ
う

軍ぐ
ん

の

１
．
い
よ
い
よ
限か

ぎ

ら
れ
た

                           

皇こ
う

位い

継け
い

承し
ょ
う

者し
ゃ

h
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小こ

堀ぼ
り

桂け
い

一い
ち

郎ろ
う

『
皇こ

う

位い

の
正せ

い

統と
う

性せ
い

に
つ
い
て
─
「
万ば

ん

世せ
い

一い
っ

系け
い

の
皇こ

う

祚そ

」
理り

解か
い

の
た

め
に
』
明め

い

成せ
い

社し
ゃ

、
Ｈ
１
８
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皇こ
う

室し
つ

弱じ
ゃ
く

体た
い

化か

政せ
い

策さ
く

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
憲け

ん

法ぽ
う

と
同ど

う

様よ
う

、
戦せ

ん

後ご

体た
い

制せ
い

の
一い

っ

環か
ん

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
２
千せ

ん

年ね
ん

の
我わ

が
ご
先せ

ん

祖ぞ

様さ
ま

の
叡え

い

智ち

に
従

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
を
是ぜ

正せ
い

し
て
い
く
こ
と
は
現げ

ん

世せ

代だ
い

の
責せ

き

務む

で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文ぶ

ん

責せ
き　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

）

■
リ
ン
ク
■

Ａ
．　

伊い

勢せ

雅ま
さ

臣お
み

『
日に

本ほ
ん

人じ
ん

と
し
て
知し

っ
て
お
き
た
い　

皇こ
う

室し
つ

の
祈い

の

り
』、
育い

く

鵬ほ
う

社し
ゃ

、
Ｈ
３
０

ア
マ
ゾ
ン
「
メ
デ
ィ
ア
と
社し

ゃ

会か
い

」「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
カ
テ
ゴ

リ
ー　

１
位い

（
Ｈ
３
０
／
２
／
１
調し

ら

べ
）
万ば

ん

民み
ん

の
幸し

あ
わ
せ
を
願ね

が

う
皇こ

う

室し
つ

の
祈い

の

り
こ
そ
、
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
利り

他た

心し
ん

の
源げ

ん

泉せ
ん

。
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Ｊ
Ｏ
Ｇ
（
４
１
６
）　

万ば
ん
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Princesa Mako faz visita de 
cortesia a presidente do Peru Estas notícias são produzidas pela 

NHK WORLD-JAPAN.
nhk.jp/portuguese

Peru (12/07/2019)

A princesa Mako, do Ja-
pão, fez uma visita de cor-
tesia ao presidente do Peru, 
Martín Vizcarra, durante a 
viagem oficial ao país da 
América Latina.
Princesa Mako, a filha 
mais velha do príncipe her-
deiro e princesa Akishino, 
visitou o palácio presiden-
cial, na capital Lima, na 
quinta-feira.

A princesa, trajando um 
quimono, participou de 
uma cerimônia de boas-
vindas em frente ao palá-
cio.
Então, encontrou-se com o 
presidente Vizcarra. Ela se 
referiu à cerimônia na qual 
participou no dia anterior 
em comemoração ao 120º 
aniversário da chegada dos 
primeiros imigrantes japo-

neses ao Peru.
Ela disse que sentiu que os 
nipo-peruanos são bem tra-
tados no Peru e acrescen-
tou que espera que o Japão 
e o Peru se desenvolvam 
juntos.
A princesa Mako também 
transmitiu uma mensagem 
do imperador Naruhito e 
a imperatriz Masako, que 
expressaram esperanças de 
que o 120º aniversário da 

imigração sirva como uma 
oportunidade para melho-
rar ainda mais as relações 
entre os dois países.
Segundo reportagens, Viz-
carra disse que o governo 
e o povo do Peru desejam 
imensamente fortalecer os 
laços com o Japão.
Após o encontro, a prin-
cesa Mako almoçou com 
o presidente e a primeira 
dama.

População do Japão cai pelo décimo 
ano consecutivo

População do Japão (11/07/2019)

A população de cidadãos 
japoneses caiu pelo décimo 
ano consecutivo, enquanto 
a proporção de residentes 
estrangeiros passou de 2% 

da população total do país 
pela primeira vez em sua 
história.
O Ministério do Interior e 
Telecomunicações afirma 

Cientistas alertam para 
consequências do crescente 
número de satélites na 
órbita terrestre

Governo japonês adota 
declaração sobre questão de 
ex-pacientes de hanseníase e 
seus familiares

Espaço (11/07/2019)

Expo Japan (12/07/2019)

O Observatório Nacional 
de Astronomia do Japão 
alertou para as graves con-
sequências que o aumen-
to no número de satélites 
pode criar para a observa-
ção astronômica.
Em uma rara instância, o 
observatório manifestou 
sua preocupação através 
de um pronunciamento na 
terça-feira.
Até o momento, cerca de 8 
mil satélites já foram lan-
çados a nível global, tendo 
como finalidade a radiofu-
são por satélite e a obser-
vação da Terra.
A expectativa é de que este 
número cresça rapidamen-
te. A SpaceX, uma empre-
sa de capital de risco dos 
Estados Unidos, iniciou a 
implementação de um pla-

O governo japonês ado-
tou uma declaração do 
premiê Shinzo Abe rela-
cionada a uma política en-
volvendo hanseníase, após 
a decisão de um tribunal de 
que famílias tinham sofri-
do danos por discrimina-
ção.
Em junho, a Corte Distrital 
de Kumamoto, no sudoes-
te do Japão, ordenou que 
o governo indenizasse cer-
ca de 500 autores da ação, 
cujos familiares foram iso-
lados em instalações para 
portadores de hanseníase. 
Abe decidiu, esta semana, 
que o governo não irá ape-
lar da decisão.
O gabinete adotou, na sex-
ta-feira, a declaração do 
primeiro-ministro segundo 
a qual os familiares foram 

no para lançar cerca de 12 
mil satélites para um novo 
negócio de telecomunica-
ções.
Uma imagem capturada 
por um observatório dos 
Estados Unidos mostra os 
efeitos de tais constelações 
de satélites — diversas li-
nhas brancas podem ser 
vistas cortando o campo 
de visão do telescópio. Os 
rastros são consequência 
da luz solar refletida em 60 
satélites de pequeno porte 
que foram lançados pela 
SpaceX em maio.
Astrônomos também estão 
preocupados de que os si-
nais de rádio emitidos pe-
los satélites prejudiquem 
observações astronômicas 
que utilizam ondas de rá-
dio.

sujeitos a graves precon-
ceitos e discriminações. 
Diz também que o governo 
pede profundas desculpas 
a ex-pacientes e seus fa-
miliares pelo sofrimento, e 
que Abe planeja se encon-
trar com as famílias e de-
monstrar seu remorso.
A declaração menciona 
também que o governo irá 
pagar rapidamente pelos 
danos aos autores da ação 
conforme determinado 
pelo tribunal, assim como 
analisar um novo sistema 
para indenizar as famílias 
de ex-pacientes da doença, 
incluindo aquelas que não 
fizeram parte deste proces-
so judicial. E acrescenta 
que ministérios relevantes 
vão dedicar mais esforços 
para promover educação 
sobre direitos humanos.

que o número de japone-
ses vivendo no país ultra-
passou 124,7 milhões até 
1º de janeiro deste ano. O 
número vem diminuindo 
após ter atingido seu mais 
alto valor em 2009.

Com relação ao número de 
estrangeiros, os que pos-
suem carteira de residente 
passam dos 2,66 milhões, e 
todas as províncias do país 
reportaram aumento nos 
números.

Sonda espacial japonesa Hayabusa2 
faz pouso bem-sucedido em asteroide

Hayabusa2  (11/07/2019)

A Agência de Explora-
ção Aeroespacial do Japão 
(Jaxa) anunciou que sua 
sonda Hayabusa2 fez seu 
segundo pouso bem-suce-
dido no asteroide Ryugu. A 
sonda espacial cumpre uma 
missão sem precedentes de 
coletar amostras de rochas 
subterrâneas.
O Hayabusa2 iniciou sua 
descida a partir de uma al-
titude de 20 mil metros, na 
quarta-feira de manhã.

Às 10h, de quinta-feira, hora 
de Tóquio, a sonda se en-
contrava a cerca de 30 me-
tros acima do asteroide. Ela 
ajustou sua posição utilizan-
do dados de um sinalizador 
lançado antecipadamente à 
superfície, e efetuou a des-
cida final no piloto automá-
tico.
Pouco antes das 11h, a Jaxa 
anunciou que o pouso ha-
via sido bem-sucedido após 
analisar dados transmitidos 

pela sonda.
O Hayabusa2 estava pro-
gramado para permanecer 
na superfície do Ryugu por 
apenas alguns segundos. 
Nesse período, ele teria co-
nectado a ponta de um co-
letor de amostras cilíndrico 
à superfície, disparado um 
projétil e coletado fragmen-
tos de rochas.
Segundo Takashi Kubota, lí-
der da equipe de pesquisa da 
Jaxa, a descida foi um enor-

me sucesso e a sonda deve, 
muito provavelmente, ter 
coletado algumas amostras 
de rochas.
O Hayabusa2 fez seu pri-
meiro pouso em fevereiro 
para coletar amostras de 
rochas da superfície. Desta 
vez, ele vai coletar amos-
tras de rochas subterrâneas 
ejetadas pelo impacto pro-
vocado por um objeto me-
tálico disparado em direção 
à superfície do asteroide em 
abril, criando uma cratera 
artificial.

Relatório revela que produtos estratégicos estariam 
sendo exportados ilegalmente na Coreia do Sul

Coreia do Sul (11/07/2019)

Dados publicados pela 
Coreia do Sul apontam 
para mais de 150 casos no 
país de exportação ilegal 
de produtos que podem ser 
utilizados na fabricação de 
armas.
O Ministério do Comércio 
sul-coreano já havia elabo-
rado um relatório sobre o 
número de casos deste tipo 
em outubro do ano passa-
do, publicando o mais re-

cente em maio deste ano. 
O relatório revelou que 
156 casos ocorreram du-
rante um período de quatro 
anos até março de 2019. 
As exportações incluem 
cargas de fluoreto de hi-
drogênio, que podem ser 
utilizados na fabricação de 
armas químicas, para os 
Emirados Árabes Unidos e 
o Vietnã.
Nesta quarta-feira, o mi-

nistério informou que os 
carregamentos não incluí-
am fluoreto de hidrogênio 
produzido no Japão.
O governo japonês re-
centemente aumentou o 
controle às exportações 
de insumos utilizados na 
fabricação de produtos 
de alta tecnologia para a 
Coreia do Sul. Segundo 
o Japão, múltiplos casos 
de controle impróprio do 

comércio dos materiais 
por parte de Seul teriam 
sido descobertos, mesmo 
com a possibilidade de 
serem utilizados para fins 
militares. Tóquio afirma 
que o sistema de controle 
de comércio da Coreia do 
Sul é insuficiente, citan-
do preocupações com sua 
segurança nacional para 
justificar o aumento das 
restrições.

Coreia do Sul faz apelo ao governo americano com 
relação às restrições comerciais impostas por Japão

Coreia do Sul (12/07/2019)

Autoridades sul-corea-
nas visitaram Washington 
para falar sobre suas pre-
ocupações a respeito das 
restrições nas exportações 
impostas pelo Japão.
Kim Hee-sang, diretor-
geral para Assuntos Eco-
nômicos Bilaterais do 
Ministério das Relações 
Exteriores da Coreia do 
Sul, encontrou-se com au-
toridades de alto escalão do 
Departamento de Estado 

do governo americano, na 
quinta-feira. Entre elas, se 
encontrava, Marc Knapper, 
vice-secretário-assistente 
para a Coreia do Sul e o 
Japão.
Mais tarde, Kim disse à im-
prensa que havia explicado 
sobre o impacto das restri-
ções. Ele afirmou “conside-
rar que a reunião tenha sido 
uma boa oportunidade para 
os Estados Unidos enten-
derem as preocupações da 

Coreia do Sul em relação a 
esta questão”.
Kim não forneceu detalhes 
sobre a reação dos Estados 
Unidos, contudo disse que 
as autoridades mostraram 
um forte interesse pelo as-
sunto, uma vez que tanto a 
Coreia do Sul como o Ja-
pão são aliados importan-
tes de Washington.
Seul também enviou Kim 
Hyun-chong, vice-chefe 
do Escritório de Segurança 

Nacional do presidente. Se-
gundo reportagens, ele se 
encontrou com autoridades 
americanas, incluindo o ne-
gociador chefe de questões 
comerciais, Robert Ligh-
thizer.
Kim Hyun-chong disse que 
a parte americana reagiu 
positivamente à ideia de re-
alizar conversações com o 
Japão e a Coreia do Sul, e 
que espera que os Estados 
Unidos desempenhem o 
papel de mediador.

General das forças armadas dos EUA diz que China será 
ameaça nos próximos 100 anos

EUA (12/07/2019)

General Mark Milley, 
nomeado para o mais alto 
cargo do exército dos Es-
tados Unidos, disse que a 
China será o principal de-
safio do país nos próximos 
50 a 100 anos.
Milley fez essa declaração 
na quinta-feira na sua au-
diência de confirmação no 
Senado para ser o próximo 
chefe do Estado Maior das 

Forças Armadas.
Milley observou que a 
China está gastando mais 
do que os Estados Unidos 
em pesquisa e desenvol-
vimento de novas armas. 
Ele disse que o país está 
aprimorando suas forças 
armadas muito rapidamen-
te nos setores espacial, ci-
bernético, aéreo, marítimo 
e terrestre.

Também disse que a chave 
para eliminar a influência 
da China é executar exercí-
cios militares em todos es-
ses campos. Ele enfatizou 
sua intenção de fortalecer 
a coordenação da seguran-
ça com as nações aliadas 
através da expansão dos 
exercícios militares.
Mark Milley expressou 
dar apoio aos esforços di-

plomáticos para abrandar 
as tensões com o Irã. Ele 
indicou a possibilidade de 
que se os Estados Unidos 
fizerem guerra com o Irã, 
a administração do presi-
dente Donald Trump teria 
que rever sua estratégia 
de defesa, cuja prioridade 
máxima é voltada para a 
China.
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年ね
ん

祭さ
い

典て
ん

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
うを
務つ

と

め
た

菊き
く

地ち

義よ
し

治は
る

氏し

の
特と

く

別べ
つ

出し
ゅ
つ

演え
ん

を

計け
い

画か
く

し
て
い
る
と
か
。
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

を
先せ

ん

導ど
う

し
て
き
た
２
人り

だ
が
、
歌う

た

を
披ひ

露ろ
う

す
る
こ
と

は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
菊き

く

地ち

氏し

の
方ほ

う

は
、
カ
ラ
オ
ケ
ス
ナ
ッ

ク
「
新し

ん

宿じ
ゅ
く」
に
毎ま

い

週し
ゅ
う

通か
よ

う
カ

ラ
オ
ケ
通つ

う

。
歌か

謡よ
う

祭さ
い

で
は
貴き

重ち
ょ
う
な
２
人り

の
ス
テ
ー
ジ
が
お

　

本ほ
ん

歌か

謡よ
う

祭さ
い

で
は
令れ

い

和わ

時じ

代だ
い

の
到と

う

来ら
い

を
祝し

ゅ
く
し
、
８
２
歳さ

い

を

迎む
か

え
た
Ｉ
Ｎ
Ｂ
名め

い

誉よ

会か
い

長
ち
ょ
う

北き
た

川が
わ

朗あ
き

久ひ
さ

氏し

が
１
０
年ね

ん

振ぶ

り

に
ス
テ
ー
ジ
で
歌か

唱し
ょ
うを
披ひ

露ろ
う

す
る
。
ニ
ッ
ケ
イ
新し

ん

聞ぶ
ん

で
呼よ

び
か
け
て
応お

う

募ぼ

が
あ
っ
た
人に

ん

気き

リ
ク
エ
ス
ト
曲き

ょ
く
を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
、

名め
い

司し

会か
い

の
藤ふ

じ

瀬せ

圭け
い

子こ

さ
ん
が

日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
１
年ね

ん

を
振ふ

り

返か
え

り
な
が
ら
曲き

ょ
くの
時じ

代だ
い

背は
い

景け
い

を
説せ

つ

明め
い

し
た
あ
と
、
コ
ロ
ニ

ア
を
代だ

い

表ひ
ょ
うす
る
歌か

手し
ゅ

が
総そ

う

出
し
ゅ
つ

演え
ん

し
て
、
次つ

ぎ

々つ
ぎ

と
歌う

た

い
上あ

げ

る
と
い
う
構こ

う

成せ
い

。

　

１
０
年ね

ん

振ぶ

り
に
ス
テ
ー
ジ

に
上あ

が
る
北き

た

川が
わ

名め
い

誉よ

会か
い

長
ち
ょ
う

は
『
影か

げ

を
慕し

た

い
て
』『
ア
ヴ
ェ・

マ
リ
ア
』
な
ど
５
曲き

ょ
く
を
朗ろ

う

々ろ
う

と
披ひ

露ろ
う

す
る
予よ

定て
い

。

　

平ひ
ら

田た

ジ
ョ
エ
さ
ん
も
友ゆ

う

情
じ
ょ
う

出し
ゅ
つ

演え
ん

し
、『
あ
り
が
と
う
ブ

ラ
ジ
ル
』、『
乾か

ん

杯ぱ
い

』
で
花は

な

を

添そ

え
、
加か

藤と
う

テ
レ
ー
ザ
さ
ん

と
伏ふ

し

見み

エ
ル
ザ
さ
ん
が
姉し

妹ま
い

初は
つ

共き
ょ
う

演え
ん

を
見み

せ
る
。
そ
の
他ほ

か

の
見み

処ど
こ
ろと
し
て
は
、
ブ
ラ
ジ

ル
歌か

謡よ
う

協き
ょ
う

会か
い

か
ら
木き

村む
ら

峰み
ね

子こ

さ
ん
、
日に

本ほ
ん

の
ア
マ
チ
ュ
ア

歌か

謡よ
う

大た
い

会か
い

で
優ゆ

う

勝し
ょ
うし
た
中な

か

島じ
ま

幸さ
ち

夫お

さ
ん
、
パ
ラ
ナ
州し

ゅ
う
か
ら

葦あ
し

原は
ら

ジ
ャ
ー
ネ
さ
ん
も
駆か

け
つ

け
、
コ
ロ
ニ
ア
歌か

手し
ゅ

が
豪ご

う

華か

総そ
う

出し
ゅ
つ

演え
ん

し
て
、
昭

し
ょ
う

和わ

と
平へ

い

成せ
い

の
名め

い

曲き
ょ
く

約や
く

４
０
曲き

ょ
くを
披ひ

露ろ
う

す

る
と
こ
ろ
。

　

美み

空そ
ら

ひ
ば
り
没ぼ

つ

後ご

３
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

藤ふ
じ

間ま

流り
ゅ
う

日に

本ほ
ん

舞ぶ

踊よ
う

学が
っ

校こ
う

の
生せ

い

徒と

ら
に
よ
る
舞ぶ

踊よ
う

も
ス
テ
ー

ジ
に
華は

な

を
添そ

え
る
。

　

す
で
に
日に

本ほ
ん

か
ら
も
ツ
ナ

ワ
キ
企き

画か
く

の
綱つ

な

脇わ
き

徹て
っ

平ぺ
い

社し
ゃ

長ち
ょ
う、
森も

り

下し
た

紀の
り

元も
と

さ
ん
、
田た

島じ
ま

慎し
ん

二じ

さ
ん
ら
か
ら
応お

う

援え
ん

の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届と

ど

い
て
お
り
、

中な
か

で
も
綱つ

な

脇わ
き

氏し

は
「
花は

な

の
歌か

謡よ
う

祭さ
い

の
パ
ワ
フ
ル
な
舞ぶ

台た
い

に
、

コ
ロ
ニ
ア
の
皆み

な

様さ
ま

と
共と

も

に
大だ

い

拍は
く

手し
ゅ

を
送お

く

り
ま
す
」
と
エ
ー

ル
を
贈お

く
っ
た
。

　

入
に
ゅ
う

場じ
ょ
う

無む

料り
ょ
うだ
が
、
保ほ

存ぞ
ん

食し
ょ
くま
た
は
衛え

い

生せ
い

用よ
う

品ひ
ん

の
寄き

付ふ

を
募ぼ

集し
ゅ
うし
て
い
る
。
寄き

付ふ

品ひ
ん

は
サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協
き
ょ
う

会か
い

に
寄き

付ふ

さ
れ
る
。

　

会か
い

場じ
ょ
うで
は
昼

ち
ゅ
う

食し
ょ
くの
弁べ

ん

当と
う

も

販は
ん

売ば
い

。
テ
レ
ビ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

な
ど
豪ご

う

華か

景け
い

品ひ
ん

が
当あ

た
る
抽

ち
ゅ
う

選せ
ん

会か
い

に
も
１
０
レ
ア
ル
で
参さ

ん

加か

で
き
る
。

　

な
お
当と

う

日じ
つ

は
、
リ
ク
エ
ス

ト
曲

き
ょ
く

応お
う

募ぼ

者し
ゃ

中ち
ゅ
う、
選え

ら

ば
れ
た

１
０
人に

ん

に
記き

念ね
ん

品ひ
ん

と
感か

ん

謝し
ゃ

状
じ
ょ
う

が
贈ぞ

う

呈て
い

さ
れ
る
。
会か

い

場じ
ょ
う

受う
け

付つ
け

ま
で
申も

う

し
出で

を
。
当と

う

選せ
ん

者し
ゃ

は

　

ブ
ラ
ジ
ル
健け

ん

康こ
う

体た
い

操そ
う

協き
ょ
う

会か
い

（
川か

わ

添ぞ
え

敏と
し

江え

会か
い

長ち
ょ
う

）
は
６
月が

つ

２
日か

（
日に

ち

）
に
、
ア
ル
ジ
ャ

ー
市し

の
日に

っ

本ぽ
ん

カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
で
、
聖せ

い

市し

で
制せ

い

定て
い

さ
れ

た
「
健け

ん

康こ
う

体た
い

操そ
う

の
日ひ

」
及お

よ

び

「
協

き
ょ
う

会か
い

創そ
う

立り
つ

１
３
周

し
ゅ
う

年ね
ん

」
の

記き

念ね
ん

祭さ
い

を
開か

い

催さ
い

し
た
。

　

当と
う

日じ
つ

は
雨あ

め

模も

様よ
う

に
も
関か

か

わ

ら
ず
、
会か

い

場じ
ょ
うで
あ
る
大だ

い

サ
ロ

ン
に
は
１
歳さ

い

の
高た

か

野の

秋あ
き

美み

ち

ゃ
ん
か
ら
９
９
歳さ

い

の
高た

か

原は
ら

勝か
つ

弘ひ
ろ

さ
ん
を
含ふ

く

む
千せ

ん

人に
ん

が
集あ

つ

ま

り
、
身み

動う
ご

き
で
き
な
い
程ほ

ど

だ

っ
た
。

　

午ご

前ぜ
ん

９
時じ

３
０
分ぷ

ん

に
川か

わ

添ぞ
え

博ひ
ろ
しブ
ラ
ジ
ル
支し

部ぶ

長ち
ょ
うの
開か

い

会か
い

宣せ
ん

言げ
ん

で
開か

い

始し

。
始は

じ

め
に
、
中な

か

平ひ
ら

マ
リ
コ
さ
ん
が
作さ

く

詞し

作さ
っ

曲
き
ょ
く

し
た
協

き
ょ
う

会か
い

歌か

「
健け

ん

康こ
う

体た
い

操そ
う

の

歌う
た

」
と
「
森も

り

の
く
ま
さ
ん
」

な
ど
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
ダ
ン

ス
二に

曲き
ょ
く

を
全ぜ

ん

員い
ん

で
楽た

の

し
ん

だ
。

以い

下か

の
通と

お

り
。
西に

し

尾お

す
み
さ

ん
（
ス
ザ
ノ
在ざ

い

住じ
ゅ
う）『
川か

わ

の
流な

が

れ
の
よ
う
に
』、
石い

し

橋ば
し

包ほ
う

次じ

さ

ん
（
ス
ザ
ノ
）『
名め

い

月げ
つ

赤あ
か

城ぎ

山や
ま

』、
寺て

ら

田だ

幸ゆ
き

恵え

さ
ん
（
聖せ

い

市し

）『
人ひ

と

恋こ
い

酒さ
か

場ば

』、
佐さ

さ々

木き

寛
一
さ
ん
（
聖せ

い

市し

）『
荒こ

う

城じ
ょ
うの

月つ
き

』、
赤あ

か

木ぎ

政ま
さ

敏と
し

さ
ん
（
聖せ

い

市し

）『
湯ゆ

の
町ま

ち

エ
レ
ジ
ー
』、

豊
田
久ひ

さ

子こ

さ
ん（
ピ
エ
ダ
ー
デ
）

『
黒く

ろ

い
花は

な

び
ら
』、
比
嘉
光み

つ

子こ

さ
ん
（
ク
イ
ア
バ
）『
こ
の
世よ

の
花は

な

』、
小こ

池い
け

康や
す

夫お

さ
ん
（
聖せ

い

市し

）『
影か

げ

を
慕し

た

い
て
』、
前ま

え

田だ

文ふ
み

子こ

さ
ん
（
聖せ

い

市し

）『
柔や

わ
ら
』、

秋あ
き

吉よ
し

寿ひ
さ

子こ

さ
ん
『
水み

ず

色い
ろ

の
ワ

ル
ツ
』

　

歌か

謡よ
う

祭さ
い

に
関か

ん

す
る
問と

い

合あ

わ
せ
は
好よ

し

美み

会か
い

長ち
ょ
う（
電で

ん

話わ

＝
１
１
・
９
７
５
３
０
・ 

９
６
８
３
）、
ま
た
は
藤ふ

じ

瀬せ

プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
（
１
１
・
３
２ 

　

午ご

前ぜ
ん

１
１
時じ

か
ら
は
式し

き

典て
ん

を
開か

い

催さ
い

。
川か

わ

添ぞ
え

敏と
し

江え

会か
い

長ち
ょ
う、

羽は

藤と
う

ジ
ョ
ル
ジ
聖せ

い

市し

議ぎ

、

佐さ

さ々

木き

ワ
ル
テ
ル
日に

っ

本ぽ
ん

カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
会か

い

長ち
ょ
う、
洲す

崎ざ
き

順じ
ゅ
んサ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協
き
ょ
う

会か
い

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
うな
ど
の
挨あ

い

拶さ
つ

が
あ

っ
た
。

　

川か
わ

添ぞ
え

会か
い

長ち
ょ
うは
当と

う

日じ
つ

サ
ロ
ン

を
提て

い

供き
ょ
うし
て
く
れ
た
日に

っ

本ぽ
ん

カ

ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
浜は

ま

松ま
つ

本ほ
ん

部ぶ

、
来ら

い

賓ひ
ん

、
会か

い

員い
ん

に
謝し

ゃ

辞じ

を

（
左
か
ら
）
尾お

西に
し

さ
ん
、
西に

し

村む
ら

氏し

、
堀ほ

り

井い

さ
ん

　

令れ
い

和わ

元が
ん

年ね
ん

春は
る

の
受じ

ゅ

勲く
ん

者し
ゃ

に

選せ
ん

出し
ゅ
つさ
れ
た
堀ほ

り

井い

文ふ
み

夫お

さ
ん

（
８
５
、
広ひ

ろ

島し
ま

県け
ん

）
＝
旭き

ょ
く

日じ
つ

双そ
う

光こ
う

章し
ょ
う

＝
は
、
５
月が

つ

末ま
つ

に
叙じ

ょ

勲く
ん

の
伝で

ん

達た
つ

及お
よ

び
天て

ん

皇の
う

陛へ
い

下か

の
拝は

い

謁え
つ

の
た
め
訪ほ

う

日に
ち

し
た
。

　

５
月が

つ

３
０
日に

ち

（
日に

本ほ
ん

時じ

間か
ん

）、
堀ほ

り

井い

さ
ん
は
河こ

う

野の

太た

郎ろ
う

外が
い

務む

大だ
い

臣じ
ん

よ
り
勲く

ん

章し
ょ
うを
授じ

ゅ

与よ

さ
れ
た
。
さ
ら
に
他ほ

か

の
受じ

ゅ

勲く
ん

者し
ゃ

と
と
も
に
、
東と

う

京き
ょ
う

都と

内な
い

の
皇こ

う

居き
ょ

に
て
今き

ん

上じ
ょ
う

陛へ
い

下か

よ

り
お
祝い

わ

い
の
言こ

と

葉ば

を
賜

た
ま
わ

っ
た
。

訪ほ
う

日に
ち

に
同ど

う

行こ
う

し
た
ブ
ラ
ジ
ル

兵ひ
ょ
う

庫ご

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
尾お

西に
し

貞さ
だ

夫お

顧こ

問も
ん

（
７
６
、
兵

ひ
ょ
う

庫ご

県け
ん

）
に
よ

れ
ば
、
堀ほ

り

井い

さ
ん
は
天て

ん

皇の
う

陛へ
い

下か

に
謁え

っ

見け
ん

し
、
そ
の
上う

え

、
お

言こ
と

葉ば

ま
で
頂い

た
だ

け
た
こ
と
に
深ふ

か

く
感か

ん

動ど
う

し
て
い
た
そ
う
。

　

前ぜ
ん

日じ
つ

の
５
月が

つ

２
９
日に

ち

、
堀ほ

り

井い

さ
ん
と
尾お

西に
し

さ
ん
は
衆

し
ゅ
う

議ぎ

院い
ん

議ぎ

員い
ん

第だ
い

一い
ち

議ぎ

員い
ん

会か
い

館か
ん

に
て
、

西に
し

村む
ら

康や
す

稔と
し

内な
い

閣か
く

官か
ん

房ぼ
う

副ふ
く

長ち
ょ
う

官か
ん

と
の
面め

ん

会か
い

も
行

お
こ
な

っ
た
。

　

面め
ん

会か
い

で
は
尾お

西に
し

さ
ん
か
ら
、

堀ほ
り

井い

さ
ん
の
活か

つ

躍や
く

も
あ
っ
て
ブ

ラ
ジ
ル
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

で
は
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

が
深ふ

か

く
根ね

づ
い
て
い
る
こ

と
を
説せ

つ

明め
い

。

　

西に
し

村む
ら

氏し

は
０
８
年ね

ん

の
ブ
ラ

ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
０
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
皇こ

う

太た
い

子し

殿で
ん

下か

（
当と

う

時じ

）
ご

　

先せ
ん

日じ
つ

、
県け

ん

連れ
ん

日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
が

開か
い

催さ
い

さ
れ
、
約や

く

１
９
万ま

ん

人に
ん

来ら
い

場じ
ょ
うの
盛せ

い

況き
ょ
うを
博は

く

し
た
。
オ
ー

リ
ャ
子し

も
会か

い

場じ
ょ
うへ
出で

向む

き
、

出し
ゅ
っ
し
ん身
の
三み

重え

県け
ん

ブ
ー
ス
を
覗の

ぞ

い
た
が
、昼

ち
ゅ
う

食し
ょ
く

時ど
き

で
他た

県け
ん

ブ
ー

ス
が
混こ

み
合あ

う
中な

か

、
な
ぜ
か

閑か
ん

散さ
ん

と
し
て
い
た
。

　

三み

重え

県け
ん

ブ
ー
ス
で
は
椎し

い

茸た
け

ご
飯は

ん

、
唐か

ら

揚あ

げ
、
い
ち
ご
大だ

い

福ふ
く

を
販は

ん

売ば
い

。
い
ち
ご
大だ

い

福ふ
く

は
三み

重え

県け
ん

発は
っ

祥し
ょ
う
だ
が
、
他ほ

か

は

「
郷

き
ょ
う

土ど

食し
ょ
く

」
だ
と
聞き

い
た
こ

と
は
な
い
。
と
は
い
え
椎し

い

茸た
け

ご
飯は

ん

は
醤

し
ょ
う

油ゆ

ベ
ー
ス
の
味あ

じ

付つ

け
が
し
っ
か
り
染し

み
こ
ん
で
お

り
、
唐か

ら

揚あ

げ
は
サ
ク
ッ
と
し
て

い
て
美お

味い

し
い
。
購こ

う

入に
ゅ
う

者し
ゃ

の

列れ
つ

が
で
き
な
い
の
を
疑ぎ

問も
ん

に

思お
も

っ
た
。

　

県け
ん

民み
ん

が
誇ほ

こ

る
三み

重え

発は
っ

祥し
ょ
うの

郷き
ょ
う

土ど

食し
ょ
くと
し
て
は
、
味み

噌そ

か

つ
、
天て

ん

む
す
（
海え

老び

の
天て

ん

ぷ

ら
を
具ぐ

に
し
た
お
に
ぎ
り
）、

と
ん
て
き
（
甘あ

ま

辛か
ら

い
ソ
ー
ス

を
絡か

ら

め
た
豚ぶ

た

肉に
く

の
ス
テ
ー
キ
）、

「
赤あ

か

福ふ
く

」
に
代だ

い

表ひ
ょ
う

さ
れ
る
餅も

ち

菓が

子し

な
ど
が
代だ

い

表ひ
ょ
う

格か
く

。だ
が
、

日に

本ほ
ん

で
は
お
隣と

な
り

の
「
名な

古ご

屋や

名め
い

物ぶ
つ

」
だ
と
思お

も

っ
て
い
る
人ひ

と

が

非ひ

常じ
ょ
うに
多お

お

く
、
全ま

っ
た

く
残ざ

ん

念ね
ん

だ
。

　

三み

重え

県け
ん

は
良よ

い
も
の
を
も
っ

て
い
る
が
、
宣せ

ん

伝で
ん

が
う
ま
く

な
い
。「
ブ
ラ
ジ
ル
で
も
そ
う

な
の
か
」
と
、
三み

重え

出し
ゅ
っ

身し
ん

者し
ゃ

と
し
て
も
ど
か
し
い
思お

も

い
を

抱い
だ

い
た
。　
　
　
　
　
（
大
）

　

大だ
い

統と
う

領り
ょ
う

府ふ

内な
い

で
は
ビ
ス

カ
ラ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うに
出で

迎む
か

え
ら
れ
、

「
大た

い

使し

の
間ま

」
に
移う

つ

っ
て
、

大だ
い

統と
う

領り
ょ
う
ら
と
２
５
分ふ

ん

に
わ
た

り
懇こ

ん

談だ
ん

し
た
。

　

そ
の
後ご

、
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

夫ふ

妻さ
い

ら

と
の
昼

ち
ゅ
う

食し
ょ
く

会か
い

が
あ
り
、
眞ま

子こ

さ
ま
は
「
改あ

ら
た

め
て
、
日に

本ほ
ん

か

ら
の
移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

を
迎む

か

え
入い

れ
て

く
だ
さ
っ
た
ペ
ル
ー
政せ

い

府ふ

と
国こ

く

目め

に
か
か
れ
る
か
も
？
！

　
　
　
　
　

◎

　

現げ
ん

在ざ
い

、
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

文ぶ
ん

化か

協き
ょ
う

会か
い

の
婦ふ

人じ
ん

部ぶ

、
は
ま
な
す
会か

い

に

所し
ょ

属ぞ
く

す
る
女じ

ょ

性せ
い

は
２
５
人に

ん

ほ

ど
。鈴す

ず

木き

妙た
え

子こ

会か
い

長ち
ょ
うに
よ
れ
ば

「
年ね

ん

々ね
ん

高こ
う

齢れ
い

化か

し
、
外そ

と

に
あ

ま
り
出で

ら
れ
な
い
人ひ

と

も
い
る
の

で
、
１
０
人に

ん

く
ら
い
で
何な

ん

と

か
や
っ
て
い
ま
す
」
と
人に

ん

数ず
う

不ぶ

足そ
く

に
悩な

や

ま
さ
れ
て
い
る
の
だ
と

か
。
そ
の
よ
う
な
状

じ
ょ
う

況き
ょ
う

下か

で
、

何な
ん

年ね
ん

か
前ま

え

か
ら
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ

Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
「
一い

っ

心し
ん

」
の

若わ
か

者も
の

た
ち
に
も
手て

伝つ
だ

っ
て
も

ら
う
よ
う
に
な
っ
た
。「
一い

っ

心し
ん

」

に
は
現げ

ん

在ざ
い

２
１
人に

ん

が
所し

ょ

属ぞ
く

し

て
お
り
、
ゆ
く
ゆ
く
は
彼か

れ

ら

に
「
北ほ

っ

海か
い

道ど
う

ラ
ー
メ
ン
祭ま

つ

り
」

を
託た

く

し
た
い
の
だ
と
か
。
是ぜ

非ひ

は
ま
な
す
会か

い

お
手て

製せ
い

の
味あ

じ

を
継け

い

承し
ょ
うし
て
ほ
し
い
も
の
。

人に
ん

気き

曲き
ょ
く

ば
か
り
、
８
月が

つ

４
日か

開か
い

催さ
い

コ
ロ
ニ
ア
歌か

手し
ゅ

が
豪ご

う

華か

総そ
う

出し
ゅ
つ

演え
ん

！

述の

べ
、「
ブ
ラ
ジ
リ
ア
、
ロ

ン
ド
リ
ー
ナ
、
サ
ル
バ
ド
ー

ル
に
続つ

づ

き
、
来ら

い

年ね
ん

は
マ
リ
リ

ア
、
プ
レ
ジ
デ
ン
テ
・
プ
ル

デ
ン
テ
に
も
教

き
ょ
う

室し
つ

を
開あ

け
る

予よ

定て
い

。
一ひ

と

人り

で
も
多お

お

く
の
ブ

ラ
ジ
ル
の
中

ち
ゅ
う

高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

が
、
健け

ん

康こ
う

で
幸し

あ
わ

せ
な
毎ま

い

日に
ち

を
送お

く

れ
る

よ
う
に
、
さ
ら
に
普ふ

及き
ゅ
うに
努つ

と

め
て
い
き
た
い
」
と
意い

気き

込ご

み
を
述の

べ
た
。
ま
た
、
福ふ

く

祉し

活か
つ

動ど
う

へ
の
引ひ

き
続つ

づ

き
の
協

き
ょ
う

力
り
ょ
く

今き
ん

上じ
ょ
う

陛へ
い

下か

か
ら
お
祝い

わ

い
の
言こ

と

葉ば

堀ほ
り

井い

さ
ん
、
外が

い

務む

大だ
い

臣じ
ん

か
ら
受じ

ゅ

勲く
ん

も
依い

頼ら
い

し
た
。

　

高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

表ひ
ょ
う

彰し
ょ
うで
は
、
８
８

歳さ
い

以い

上じ
ょ
うの
１
４
人に

ん

が
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
うさ

れ
、記き

念ね
ん

品ひ
ん

が
贈ぞ

う

呈て
い

さ
れ
た
。

式し
き

典て
ん

後ご

は
中な

か

平ひ
ら

マ
リ
コ
さ

ん
が
シ
ョ
ー
を
披ひ

露ろ
う

。
続つ

づ

い

て
「
白し

ろ

い
花は

な

の
咲さ

く
頃こ

ろ

」
や
、

気き

功こ
う

体た
い

操そ
う

の
「
冬ふ

ゆ

の
宿や

ど

」
な

ど
の
グ
ル
ー
プ
演え

ん

技ぎ

が
行お

こ
な

わ

れ
、
最さ

い

後ご

は
「
イ
ぺ
音お

ん

頭ど

」

を
全ぜ

ん

員い
ん

で
所

と
こ
ろ

狭せ
ま

し
と
踊お

ど

っ
て

締し

め
く
く
っ
た
。

　

ま
た
、
会か

い

場じ
ょ
うで
は
衛え

い

生せ
い

用よ
う

品ひ
ん

の
持じ

参さ
ん

を
求も

と

め
、
１
千せ

ん

人に
ん

分ぶ
ん

の
品し

な

物も
の

が
集あ

つ

ま
っ
た
。
寄き

付ふ

は
、
同ど

う

ク
ラ
ブ
を
通つ

う

じ
て

日に
っ

系け
い

福ふ
く

祉し

４
団だ

ん

体た
い

に
寄き

贈ぞ
う

さ

れ
る
。

　

日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

生せ
い

徒と

に
は
日に

本ほ
ん

情じ
ょ
う

緒ち
ょ

を
、
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

に
は
認に

ん

知ち

症し
ょ
う

防ぼ
う

止し

と
健け

ん

康こ
う

保ほ

持じ

を
目も

く

的て
き

と
し
て
い
る
同ど

う

協き
ょ
う

会か
い

。
同ど

う

令
れい

和
わ

最
さい

初
しょ

の「花
はな

の歌
か

謡
よう

祭
さい

」
（７） ２０１９年第５２８２号 	 ７月	１３日	（土曜日）

来ら
い

年ね
ん

、
新あ

ら

た
に
２
カ
所し

ょ

教き
ょ
う

室し
つ

開か
い

設せ
つ

へ

健け
ん

康こ
う

体た
い

操そ
う

の
日ひ

と
創そ

う

立り
つ

13
周し

ゅ
う

年ね
ん

祝い
わ

う

ブ ラ ジ ル
健
けん

康
こう

体
たい

操
そう

協
きょう

会
かい

「見
み

どころ盛
も

りだくさん。ぜひ楽
たの

しんでください」と来
らい

場
じょう

を呼
よ

びかける北
きた

川
がわ

名
めい

誉
よ

会
かい

長
ちょう

（中
ちゅう

央
おう

）、
その右

みぎ

が好
よし

美
み

会
かい

長
ちょう

、左
ひだり

が藤
ふじ

瀬
せ

さんと中
なか

野
の

隆
たかし

歌
か

謡
よう

祭
さい

実
じっ

行
こう

委
い

員
いん

長
ちょう

、そしてコロニア歌
か

手
しゅ

の皆
みな

さん

会
かい

場
じょう

が一
いっ

体
たい

となって健
けん

康
こう

体
たい

操
そう

を行
おこな

った

６
６
・２
０
８
７
）
ま
で
。

民み
ん

の
皆み

な

さ
ま
に
深ふ

か

く
感か

ん

謝し
ゃ

申も
う

し
上あ

げ
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

祭さ
い

で
は
、
老ろ

う

若に
ゃ
く

男な
ん

女に
ょ

が
入い

り

混ま

じ
り
生い

き
生い

き
と
し
た
演え

ん

技ぎ

を
見み

せ
、
こ
れ
か
ら
の
活か

つ

躍や
く

を
彷ほ

う

彿ふ
つ

と
さ
せ
た
。

　

健け
ん

康こ
う

体た
い

操そ
う

は
、
静し

ず

岡お
か

県け
ん

浜は
ま

松ま
つ

市し

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法ほ

う

人じ
ん

全ぜ
ん

日に
っ

本ぽ
ん

健け
ん

康こ
う

音お
ん

楽が
く

研け
ん

究き
ゅ
う

会か
い

（
静し

ず

岡お
か

大だ
い

学が
く

名め
い

誉よ

教き
ょ
う

授じ
ゅ

斎さ
い

藤と
う

千ち

代よ

子こ

会か
い

長ち
ょ
う）
伯は

っ

国こ
く

支し

部ぶ

と
し
て
、
ブ

ラ
ジ
ル
健け

ん

康こ
う

体た
い

操そ
う

協き
ょ
う

会か
い

が
実じ

っ

践せ
ん

し
て
い
る
。

　

現げ
ん

在ざ
い

、
同ど

う

協き
ょ
う

会か
い

で
は
第だ

い

６

期き

准じ
ゅ
ん

指し

導ど
う

員い
ん

養よ
う

成せ
い

セ
ミ
ナ
ー

を
開か

い

催さ
い

中ち
ゅ
う。「
指し

導ど
う

員い
ん

と
し

て
、
一い

っ

緒し
ょ

に
恩お

ん

を
社し

ゃ

会か
い

に
還か

ん

元げ
ん

で
き
る
人ひ

と

を
募ぼ

集し
ゅ
う

中ち
ゅ
う」
と

呼よ

び
か
け
る
。
参さ

ん

加か

希き

望ぼ
う

者し
ゃ

は
川か

わ

添ぞ
え

会か
い

長ち
ょ
う（
１
１
・
４
８ 

２
８
・３
６
１
１
）
ま
で
。

　

堀ほ
り

井い

さ
ん
は
上

じ
ょ
う

皇こ
う

陛へ
い

下か

と

同お
な

じ
生せ

い

年ね
ん

月が
っ

日ぴ

。モ
ジ・ダ
ス・

ク
ル
ー
ゼ
ス
文ぶ

ん

化か

協き
ょ
う

会か
い

副ふ
く

理り

事じ

長ち
ょ
う
や
サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協き
ょ
う

会か
い

理り

事じ

を
歴れ

き

任に
ん

。
モ
ジ

文ぶ
ん

協き
ょ
うの
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

建け
ん

設せ
つ

の
際さ

い

に
は
自み

ず
か

ら
陣じ

ん

頭と
う

指し

揮き

を
と
り
、
大お

お

型が
た

土ど

木ぼ
く

機き

械か
い

を
運う

ん

転て
ん

し
て
土と

地ち

整せ
い

備び

な
ど

を
行お

こ
な

い
、
秋あ

き

祭ま
つ

り
の
運う

ん

営え
い

の

中ち
ゅ
う

心し
ん

も
担に

な

っ
て
き
た
。

　

コ
ロ
ニ
ア
屈く

っ

指し

の
実じ

つ

業ぎ
ょ
う

家か

と
し
て
も
知し

ら
れ
て
お
り
、

カ
オ
リ
ン
鉱こ

う

脈み
ゃ
くを
掘ほ

り
当あ

て

鉱こ
う

業ぎ
ょ
うを
興お

こ

し
、
他ほ

か

に
も
ゴ
ル

フ
場じ

ょ
う

や
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
を

経け
い

営え
い

、
不ふ

動ど
う

産さ
ん

賃ち
ん

貸た
い

業ぎ
ょ
うな
ど

も
手て

が
け
た
。

れ
、
ビ
ス
カ
ラ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うを
表

ひ
ょ
う

敬け
い

訪ほ
う

問も
ん

さ
れ
た
。
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うと

の
懇こ

ん

談だ
ん

で
は
「
日に

本ほ
ん

と
ペ
ル
ー

の
両

り
ょ
う

国こ
く

が
一い

っ

緒し
ょ

に
発は

っ

展て
ん

し
て
い

く
こ
と
を
願ね

が

っ
て
い
ま
す
」
な

ど
と
述の

べ
た
。

　

車く
る
ま

で
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

府ふ

に
到と

う

着ち
ゃ
くし

た
眞ま

子こ

さ
ま
は
、
中な

か

庭に
わ

で
ペ

ル
ー
軍ぐ

ん

の
儀ぎ

仗じ
ょ
う

隊た
い

に
よ
る
栄え

い

誉よ

礼れ
い

を
受う

け
た
。

ペ
ル
ー
大だ
い

統と
う

領り
ょ
う

を
表ひ
ょ
う

敬け
い

訪ほ
う

問も
ん

眞ま

子こ

さ
ま
「
両
り
ょ
う
国こ
く
発は
っ
展て
ん
願ね
がう
」

　
【
リ
マ
共

き
ょ
う

同ど
う

】
ペ
ル
ー
を
公こ

う

式し
き

訪ほ
う

問も
ん

中ち
ゅ
うの
秋あ

き

篠し
の
の

宮み
や

家け

の
長

ち
ょ
う

女じ
ょ

眞ま

子こ

さ
ま
は
１
１
日に

ち

午ご

後ご

（
日に

っ

本ぽ
ん

時じ

間か
ん

１
２
日に

ち

未み

明め
い

）、

リ
マ
市し

内な
い

の
大だ

い

統と
う

領り
ょ
う

府ふ

を
訪

お
と
ず

来ら
い

伯は
く

に
同ど

う

行こ
う

し
、

そ
の
際さ

い

に
尾お

西に
し

さ

ん
と
知し

り
合あ

い
、

同ど
う

郷き
ょ
う

だ
っ
た
こ
と

も
あ
り
親し

ん

交こ
う

を

も
っ
た
そ
う
。

　

尾お

西に
し

さ
ん
は
堀ほ

り

井い

さ
ん
の
受じ

ゅ

勲く
ん

に

つ
い
て
「
受じ

ゅ

勲く
ん

に

ふ
さ
わ
し
い
立り

っ

派ぱ

な
方か

た

。
こ
れ
か
ら

も
コ
ロ
ニ
ア
を
支さ

さ

え
て
ほ
し
い
」
と

祝し
ゅ
く

意い

を
表ひ

ょ
う

し
た
。
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